
契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
四
七

契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

─
買
主
の
原
状
回
復
義
務
と
売
主
の
填
補
賠
償
責
任
の
競
合

─

野

　
　中

　
　貴

　
　弘

Ⅰ
　
序

　
論

１
　
問
題
の
所
在

⑴
　
議
論
の
前
提

⑵
　
本
稿
の
視
点

２
　
本
稿
の
構
成

Ⅱ
　
代
物
給
付
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

１
　
前

　
提

２
　
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
と
二
〇
〇
八
年
改
正

３
　
契
約
不
適
合
解
除
の
場
合
へ
の
議
論
波
及

論
　
説

）
五
一
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
四
八

Ⅲ
　
契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

─
解
除
と
填
補
賠
償
請
求
の
競
合

１
　
我
が
国
に
お
け
る
議
論
状
況

⑴
　
解
除
と
共
に
す
る
填
補
賠
償
請
求

⑵
　
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償

⑶
　
解
除
の
原
状
回
復
と
填
補
賠
償
と
の
競
合
調
整

─
非
遡
及
構
成
に
よ
る
評
価
矛
盾
の
解
消
？

２
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
状
況

⑴
　
前

　
提

⑵
　
争

　
点

⑶
　
議
論
状
況

ア
　
解
除
効
果
規
定
優
先
説

イ
　
使
用
利
益
返
還
義
務
否
定
説

ウ
　
単
純
競
合
説
（
二
段
階
調
整
説
）

３
　
議
論
の
評
価
と
広
が
り

─
我
が
国
で
の
解
釈
に
お
け
る
展
開

⑴
　
使
用
利
益
返
還
義
務
否
定
説
の
評
価

⑵
　
不
自
由
な
く
使
用
で
き
た
場
合
へ
の
応
用

─
平
成
二
二
年
判
決
の
位
置
づ
け
と
昭
和
五
一
年
判
決
の
再
検
討

⑶
　
派
生
的
問
題

Ⅳ
　
結

　
論

１
　
本
稿
の
ま
と
め

２
　
残
さ
れ
た
課
題

）
五
一
五
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
四
九

Ⅰ
　
序

　
論

１
　
問
題
の
所
在

⑴

　議
論
の
前
提

本
稿
は
、
買
主
が
受
領
物
を
一
定
期
間
使
用
し
た
後
に
そ
の
契
約
不
適
合
に
気
づ
き
、
売
主
と
の
売
買
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
け

る
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
売
主
の
債
務

不
履
行
は
ど
の
段
階
で
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
。

契
約
が
解
除
さ
れ
る
と
、
両
当
事
者
は
、
相
手
方
を
原
状
に
復
さ
せ
る
義
務
を
負
う
（
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
）。
こ
れ
に
基
づ
き
、

売
主
は
受
領
済
み
の
代
金
相
当
額
を
買
主
に
返
還
す
る
義
務
を
負
い
、
買
主
は
受
領
物
を
売
主
に
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
民
法

五
四
五
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
売
主
は
、
代
金
相
当
額
の
返
還
の
際
に
利
息
を
付
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
我
が
国
の
二
〇
一
七
年
改
正
前

の
通
説
は
、
こ
う
し
て
五
四
五
条
二
項
が
代
金
に
利
息
を
付
し
て
返
還
す
る
こ
と
を
売
主
に
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
と
の
均
衡
か
ら
、
あ

る
い
は
売
主
や
買
主
の
原
状
の
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
、
買
主
が
受
領
物
を
使
用
し
た
こ
と
で
得
た
利
益
の
返
還
を
買
主
に
義
務
づ
け
て

き
た

（
１
）

。
判
例
も
、
返
還
義
務
を
認
め
る
点
で
一
致
す
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
大
判
昭
和
一
一
年
五
月
一
一
日
民
集
一
五
巻

一
〇
号
八
〇
八
頁
は
右
均
衡
論
か
ら
こ
れ
を
肯
定
し
、
最
判
昭
和
三
四
年
九
月
二
二
日
民
集
一
三
巻
一
一
号
一
四
五
一
頁
は
、
解
除
の
遡

及
効
か
ら
買
主
の
不
当
利
得
返
還
義
務
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
周
知
の
と
お
り
、
最
判
昭
和
五
一
年
二
月

一
三
日
民
集
三
〇
巻
一
号
一
頁
（
以
下
で
は
「
昭
和
五
一
年
判
決
」
と
呼
ぶ
）
は
、
他
人
物
売
買
に
お
け
る
他
人
物
売
主
へ
の
使
用
利
益
返
還

義
務
を
肯
定
し
た
。
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
し
て
重
要
な
の
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
が
原
因
で
買
主
が
解
除
し
た
事
案
に
お
い
て
も
、

）
五
一
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
五
〇

目
的
物
を
使
用
す
る
こ
と
で
得
た
利
益
が
（
他
人
物
）
売
主
に
帰
属
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
学
説
・
判
例
の
状
況
の
中
で
、
今
般
の
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
で
は
、「
果
実
」
返
還
義
務
が
規
定
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た

（
五
四
五
条
三
項
）。
中
間
試
案
の
補
足
説
明
で
は
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
め
ぐ
っ
て
、「
使
用
利
益
…
…
の
外
延
が
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
ほ
か
、
…
…
給
付
目
的
物
の
価
値
の
減
耗
と
使
用
利
益
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
か
と
い
う
困
難
な
問

題
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、「
使
用
利
益
の
返
還
に
つ
い
て
の
一
律
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

使
用
利
益
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
律
を
手
掛
か
り
と
し
た
解
釈
論
に
委
ね
る

（
２
）

」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
改
正
後
の
学
説
の

中
に
は
、
右
問
題
意
識
を
共
有
し
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
一
律
に
課
す
こ
と
に
慎
重
な
も
の
も
あ
る
一
方
で

（
３
）

、
前
述
し
た
返
還
義
務
肯

定
説
の
理
由
づ
け
に
加
え
て
、
我
が
国
で
「
果
実
」
に
は
使
用
利
益
が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
義
務
を
肯
定
す

る
も
の
も
多
い

（
４
）

。

⑵

　本
稿
の
視
点

本
稿
が
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
解
除
原
因
の
区
別
な
く
、
一
律
に
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

五
一
年
判
決
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
に
よ
る
解
除
事
案
に
お
い
て
こ
れ
を
肯
定
し
、
学
説
も
、
解
除
原
因
が
当
事
者
の
ど
ち
ら
に
あ
る

か
に
着
目
せ
ず
に
右
結
論
を
導
い
て
き
た

（
５
）

。

し
か
し
、
今
か
ら
四
五
年
前
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
、
瀬
川
信
久
が
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
て
い
た

（
６
）

。
瀬
川
は
、
昭
和

五
一
年
判
決
以
前
の
判
例
は
買
主
の
代
金
不
払
を
理
由
と
す
る
売
主
か
ら
の
解
除
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
ほ
か
、
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ

（
７
）

に
お
け
る
議
論
状
況
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説
い
た

（
８
）

。

）
五
一
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
五
一

実
質
的
に
も
、
解
除
に
つ
い
て
責
を
負
う
売
主
が
使
用
利
益
の
返
還
を
求
め
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
買
主
が
目
的
物
を
一
定
期
間
使
用
し
て

得
る
利
益
は
、
買
主
が
当
該
売
買
契
約
か
ら
期
待
で
き
る
利
益
（
永
久
的
な
使
用
）
の
一
部
で
あ
り
、
売
主
は
買
主
に
対
し
こ
の
利
益
を
保
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
売
主
が
、
自
ら
の
責
に
帰
す
べ
き
解
除
を
理
由
に
、
こ
の
使
用
利
益
の
返
還
を
求
め
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
…
…

通
説
は
、
使
用
利
益
の
算
定
と
い
う
困
難
な
問
題
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
な
る
。
…
…
以
上
か
ら
、
権
利
の
瑕
疵
に
よ
る
解
除
の
よ
う
に
買
主
に

帰
責
事
由
が
な
い
と
き
は
、
買
主
は
目
的
物
の
使
用
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
の
条
文
上
の
根
拠
と
し
て

は
、
善
意
占（
マ
マ
）者
の
果
実
収
取
権
に
関
す
る
一
八
九
条
一
項
の
類
推
適
用
が
考
え
ら
れ
る
。

瀬
川
と
同
様
の
問
題
意
識
を
根
底
に
有
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
次
の
共
通
欧
州
売
買
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
規
則
提
案
一
七
四
条
一
項
で

あ
る

（
９
）

。
売
主
に
解
除
原
因
が
あ
り
、
買
主
が
解
除
原
因
を
知
ら
ず
に
受
領
物
を
利
用
し
た
場
合
、（
⒞
の
適
用
余
地
を
ひ
と
ま
ず
度
外
視
す
れ

ば
）
買
主
は
使
用
料
の
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
使
用
利
益
の
帰
属
先
決
定
に
あ
た
り
、
売
主
の
債
務
不
履
行
が
加

味
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
第
一
七
四
条
（
使
用
料
の
支
払
お
よ
び
受
け
取
っ
た
金
銭
の
利
息
）

１
　
物
品
を
利
用
し
た
受
領
者
は
、
以
下
の
場
合
に
は
、
相
手
方
に
対
し
て
使
用
期
間
の
利
用
に
対
す
る
金
銭
価
値
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⒜
　
受
領
者
が
取
消
し
ま
た
は
解
除
の
原
因
を
も
た
ら
し
た
と
き

⒝
　
受
領
者
が
、
そ
の
期
間
が
始
ま
る
に
先
立
っ
て
、
取
消
し
ま
た
は
解
除
の
原
因
を
知
っ
て
い
た
と
き

）
五
一
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
五
二

⒞
　
物
品
の
性
質
、
使
用
の
性
質
と
分
量
、
お
よ
び
解
除
以
外
の
救
済
方
法
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
受
領
者
に
そ
の
期
間

物
品
の
無
償
の
使
用
を
許
す
こ
と
が
衡
平
に
反
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き

（
２
以
下
省
略
）

も
っ
と
も
、
売
主
の
債
務
不
履
行
を
加
味
す
る
方
法
は
、（
善
意
の
）
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
自
体
を
否
定
す
る
構
成
だ
け
で
は
な

い
。
実
は
、
こ
の
点
も
既
に
瀬
川
が
、「
そ
も
そ
も
、
本
件
に
お
け
る
売
主
買
主
の
関
係
を
、
五
四
五
条
一
項
の
『
原
状
回
復
』
の
問
題

と
し
て
論
ず
る
の
は
適
切
で
な
い
の
で
な
い
か
。
こ
の
関
係
は
、
同
条
三
項
の
『
損
害
賠
償
』
の
問
題
と
し
て
解
決
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
」
と
説
い
て
い
た
（
条
文
は
債
権
法
改
正
前
の
も
の
。
以
下
同
様
）。
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
解
決
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
瀬

川
は
次
の
よ
う
に
続
け
る

（
10
）

。

買
主
Ｘ
は
、
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
賠
償
額
は
、
四
一
六
条
に
よ
り
、「
契
約
が
履
行
さ

れ
た
と
同
様
の
利
益
」
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
そ
れ
は
、
買
主
Ｘ
が
追
奪
当
時
の
本
件
中
古
車
と
同
等
の
も
の
を
購
入
す
る
に
必
要
な
額
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
買
主
Ｘ
は
、
た
と
え
使
用
利
益
を
売
主
Ｙ
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
損
害
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
そ
の
使

用
利
益
を
と
り
も
ど
し
、
右
の
再
購
入
に
必
要
な
額
を
確
保
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、「
原
状
回
復
」
に
基
づ
く
使
用
利
益
の
返
還
は
無
意
味
な

観
念
的
操
作
に
な
っ
て
い
る
。
…
…
た
ま
た
ま
解
除
の
意
思
表
示
を
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
使
用
利
益
を
返
還
さ
せ
る
の
は
不
当
で
あ
る
。

瀬
川
は
、
こ
う
し
た
理
解
の
も
と
に
、
当
事
者
が
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
し
か
請
求
し
て
い
な
い
昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
で
も
、

）
五
二
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
五
三

「
裁
判
所
は
釈
明
権
を
行
使
し
て
Ｘ
に
損
害
賠
償
を
請
求
さ
せ
、
そ
の
賠
償
額
と
し
て
は
追
奪
時
の
本
件
自
動
車
と
同
等
の
も
の
を
購
入

す
る
に
必
要
な
額
を
認
め
る
。
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
金
と
利
息
の
返
還
、
使
用
利
益
の
返
還
等
『
原
状
回
復
』
と
い
う
構
成

に
伴
う
問
題
を
不
問
に
付
す
る

（
11
）

」
と
い
う
形
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
。

以
上
の
と
お
り
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
論
じ
る
に
あ
た
り
売
主
の
債
務
不
履
行
を
加
味
す
べ
き
と
し
て
も
、
そ
の
方
法
は
、

❶
（
善
意
の
）
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
自
体
を
端
的
に
否
定
す
る
構
成
と
、
❷
買
主
に
同
義
務
を
課
し
つ
つ
買
主
か
ら
売
主
に
対
す

る
填
補
賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
で
、
買
主
の
使
用
利
益
の
損
益
相
殺
を
肯
定
す
る
構
成
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
買
主
が
契
約

不
適
合
を
理
由
と
し
て
解
除
し
た
事
案
を
念
頭
に
置
き
、
売
主
の
債
務
不
履
行
が
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
与
え
る
影
響
を
考
察
す

る
。
具
体
的
に
は
、
❷
の
構
成
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
❶
の
可
能
性
も
ま
た
検
証
す
る
形
を
と
り
た
い
。

買
主
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
に
つ
き
、
民
法
四
一
五
条
一
項
た
だ
し
書
の
免
責
事
由
が
な
い
限
り
、
填
補
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
（
五
六
四
条
、
四
一
五
条

（
12
）

）。
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
填
補
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
は
、
填
補
賠
償
請
求
の
要
件
を
規
定
し
た

四
一
五
条
二
項
が
そ
の
三
号
に
お
い
て
解
除
し
た
場
合
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る

（
13
）

。
こ
う
し
て
買
主
の
売
主
に
対
す
る
填
補

賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
結
果
、
買
主
の
使
用
利
益
は
損
益
相
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
理
は
、（
後
述
す
る
ド
イ
ツ
の

二
つ
の
判
決
事
案
に
と
ど
ま
ら
ず
）
買
主
が
受
領
物
の
契
約
不
適
合
に
気
づ
く
ま
で
の
間
、
何
の
不
自
由
も
な
く
使
用
で
き
て
い
た
場
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に

も
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
は
、
契
約
不
適
合
に
気
づ
く
ま
で
の
間
に
満
足
に
使
用
で
き
て
い
た
場
合
に
も
、
契
約
適
合
物
が

引
き
渡
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
状
態
を
観
念
し
、
そ
の
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
で
、
実
際
に
得
た
使
用
利
益
は
そ
こ

で
損
益
相
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
五
一
年
判
決
お
よ
び
こ
れ
を
め
ぐ
る
学
説
上
の
議
論
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
前

提
に
、
他
人
物
売
主
へ
の
利
益
帰
属
の
是
非
を
問
題
と
し
て
き
た
が
、
本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
こ
れ
を
再
度
見
直
し
た
い
。

）
五
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
五
四

２
　
本
稿
の
構
成

以
上
の
検
討
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
参
照
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
出
発
点
を
、
代
物
給
付
の
局
面
に
お
け
る
使

用
利
益
返
還
義
務
に
関
す
る
議
論
に
し
た
い
。
こ
の
点
、
代
物
給
付
の
局
面
で
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
が
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務

に
与
え
る
影
響
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
我
が
国
に
も
頻
繁
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
契
約
不
適
合
物
の
引
渡
し
を
受
け
た

買
主
た
る
消
費
者
が
代
物
給
付
を
選
択
し
た
場
合
に
お
い
て
、
代
替
物
の
引
渡
し
を
受
け
る
の
に
伴
い
、
不
適
合
物
を
使
用
す
る
こ
と
で

得
た
利
益
を
売
主
に
返
還
す
べ
き
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
後
述
の
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
を
経
て
、
消
費
者
物
品
売
買
に
限
っ
て

で
は
あ
る
も
の
の
、
消
費
者
た
る
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
規
定
が
で
き
、
さ
ら
に
解
釈
に
お
い
て
一
般
の
売
買
で
も
同

義
務
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ
章
で
は
、
代
物
給
付
局
面
で
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
論
理
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
論
理
が
解
除
事
案
で
も
妥
当
す
る
か
を
考
察
し
よ
う
。

続
く
Ⅲ
章
で
は
、
買
主
が
（
代
物
給
付
で
は
な
く
）
解
除
を
選
択
し
た
場
面
に
舞
台
を
移
す
。
解
除
が
な
さ
れ
る
と
、
日
独
問
わ
ず
買
主

に
は
使
用
利
益
返
還
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
（
ド
イ
ツ
民
法
で
は
三
四
六
条
・
三
四
七
条
）。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
改
正

後
の
ド
イ
ツ
民
法
三
二
五
条
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
択
一
構
成
を
廃
棄
し
た
。
そ
こ
で
、
瑕
疵
あ
る
物
を
引
き
渡
さ
れ
た
買
主
が
、

契
約
を
解
除
し
た
う
え
で
追
履
行
（
追
完
）
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
た
場
合
の
処
理
が
問
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
解
除
を
し
つ
つ
、

本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
目
的
物
を
使
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
利
益
（
使
用
利
益
喪
失
損
害“N

utzungsausfallschaden ”

）
の
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
解
除
効
果
規
定
で
は
使
用
利
益
返
還
義
務
が
規
定
さ
れ
、
使
用
利
益
が
売
主
に
帰
属
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
填
補
賠
償
に
お
い
て
ど
う
評
価
す
べ
き
か
。
Ⅲ
章
で
は
、
こ
う
し
た
競
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

よ
う
。

）
五
二
二
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
五
五

な
お
、
本
稿
で
は
、
使
用
に
よ
り
生
じ
る
目
的
物
の
減
価
に
関
す
る
リ
ス
ク
配
分
（
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
う
か
否
か
）
お
よ
び
使

用
利
益
の
算
定
方
法
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
こ
れ
ら
の
問
題
は
密
接
に
関
わ
る
が
、
ま
ず
は
考
察

の
対
象
か
ら
外
し
、
Ⅳ
章
で
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
る
中
で
本
稿
の
議
論
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ⅱ
　
代
物
給
付
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

１
　
前
　
提

債
務
法
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
は
、
売
買
契
約
の
目
的
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
、
買
主
の
追
履
行
請
求
権
を
認
め
る

（
同
条
一
号
）。
こ
こ
で
、
追
履
行
請
求
の
う
ち
で
も
代
替
物
の
引
渡
し
が
選
択
さ
れ
た
場
合
、
買
主
の
許
に
あ
る
瑕
疵
物
の
帰
属
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
民
法
四
三
九
条
で
は
、
二
〇
一
八
年
改
正
前
の
四
項
に
お
い
て
、「
売
主
が
追
履
行
の
た
め

に
瑕
疵
の
な
い
物
を
引
き
渡
す
場
合
、
売
主
は
、
三
四
六
条
か
ら
三
四
八
条
の
規
定
に
従
い
、
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
を
買
主
に
対
し
て
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
解
除
の
効
果
を
規
定
す
る
三
四
六
条
は
、
受
領
し
た
も
の
の
返
還
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
こ
か
ら
得
た
利
益
の
返
還
も
義
務
づ
け
る
（
同
条
一
項
お
よ
び
二
項
一
文
一
号
）。
草
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
解
除
効
果

規
定
を
準
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
利
益
も
含
め
、
買
主
に
包
括
的
な
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
代
替
物
の
引
渡
し
に
よ
っ

て
買
主
は
瑕
疵
の
な
い
物
を
得
る
以
上
、
瑕
疵
物
や
そ
れ
を
利
用
し
て
得
た
利
益
を
無
償
で
得
る
こ
と
が
疑
問
視
さ
れ
、
以
上
の
よ
う
な

改
正
が
な
さ
れ
た

（
14
）

。
こ
の
よ
う
に
、
草
案
理
由
書
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
代
物
給
付
の
場
合
に
も
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
肯
定
さ

れ
る
。

）
五
二
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
五
六

し
か
し
、
二
〇
一
八
年
改
正
前
四
三
九
条
四
項
そ
れ
自
体
は
、
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

三
四
六
条
か
ら
三
四
八
条
に
従
う
べ
き

こ
と
を
規
律
す
る
も
の
と
も
読
め
る
。
ま
た
、
消
費
者
物
品
売
買
指
令

（
15
）

三
条
三
項
一
文
お
よ
び
四
項
は
、
消
費
者
た
る
買
主
が
無
償
の
修

補
ま
た
は
無
償
の
代
物
給
付
を
請
求
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
が
同
指
令
と
の
関
係
で

許
容
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
改
正
の
段
階
か
ら
学
説
上
の
争
い
が
生
じ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
裁
判
で

争
わ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
た
。
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
こ
の
テ
ー
マ
は
前
提
に
属
す
る
う
え
、
事
件
の
概
要
や
各
審

級
に
お
け
る
判
断
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
既
に
優
れ
た
先
行
研
究
が
多
数
存
在
す
る

（
16
）

。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
で

必
要
な
限
り
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

２
　
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
と
二
〇
〇
八
年
改
正

ド
イ
ツ
の
第
一
審
判
決

（
17
）

お
よ
び
控
訴
審
判
決

（
18
）

は
、
と
も
に
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
し
た

（
19
）

。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
右
に
見

た
条
文
の
文
言
の
ほ
か
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
は
、
①
代
物
給
付
の
場
面
で
は
売
主
が
利
息
相
当
額
の
利
益
を
含
め
た
売

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

買
代
金
を
保
有
し
続
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
、
②
代
物
給
付
に
よ
り
買
主
が
新
品
を
入
手
し
て
利
益
を
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
使
用
利
益
と
同
一
で

は
な
く
、
な
お
か
つ
、
こ
れ
は
売
主
の
誤
っ
た
行
動

0

0

0

0

0

0

0

0

（
瑕
疵
あ
る
物
の
引
渡
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
に
起
因
す
る

0

0

0

0

0

以
上
、
売
主
が
負
担
す
べ
き
危
険
で
あ
る
こ

と
に
あ
っ
た

（
20
）

。

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所

（
21
）

は
、（
下
級
審
判
決
と
同
様
に
）
買
主
に
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
る
こ
と
の
問
題
を
理
解
・
共
有

し
つ
つ
も

（
22
）

、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
条
文
の
文
言
お
よ
び
立
法
者
意
思
に
反
す
る
と
し
て
、
改
正
前
四
三
九
条
四
項
は
使
用
利
益
の
返
還
義

務
を
含
む
も
の
と
解
し
た

（
23
）

。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
本
事
件
が
事
業
者
と
消
費
者
と
の
取
引
で
あ
り
、
右
に
見
た
よ
う
に
、

）
五
二
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
五
七

消
費
者
物
品
売
買
指
令
が
無
償
の
代
物
給
付
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
四
三
九
条
四
項
が
同
指
令
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え

（
24
）

、
本
案
審
理
を
い
っ
た
ん
中
断
し
、
先
決
裁
定
を
求
め
て
欧
州
司
法
裁
判
所
へ
付
託
し
た
。

付
託
を
受
け
た
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
代
物
給
付
に
伴
い
消
費
者
に
使
用
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
る
国
内
法
の
規
定
が
同
指
令
三
条

に
抵
触
す
る
旨
回
答
し
た

（
25
）

。
こ
こ
で
は
、
無
償
で
の
修
補
や
代
物
給
付
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
消
費
者
は
そ
の
金
銭
的
負
担
か
ら
そ
の

請
求
権
の
主
張
を
躊
躇
す
る
事
態
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
と
い
う
消
費
者
保
護
の
観
点
が
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、
消
費
者
が
代
物
給
付
に
よ
り
無
償
で
新
規
に
物
を
取
得
し
て
も
、
こ
れ
は
契
約
適
合
物
を
遅
れ
て
取
得
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
か
ら
不
当
利
得
と
は
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
売
主
は
、
義
務
を
適
切
に
履
行
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
不
完
全
履
行
の
効

果
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
改
め
て
本
事
件
に
判
決
を
下
す
に
あ
た
り
、
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
べ
き
隠
れ
た
欠
缺

が
存
在
す
る
と
論
じ
、
か
つ
、
改
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
対
応
と
し
て
消
費
者
契
約
に
お
い
て
は
同
規
定
の
限
定
解
釈
を
し
て
、
使
用
利

益
の
返
還
義
務
を
否
定
し
た

（
26
）

。
他
方
で
ド
イ
ツ
の
立
法
府
は
、
二
〇
〇
八
年
、
売
買
契
約
の
う
ち
で
も
消
費
者
契
約
に
限
っ
て
改
正
を
す

る
道
を
選
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、
消
費
者
物
品
売
買
に
つ
い
て
規
定
す
る
四
七
四
条
の
二
項
一
文
に
、「
四
三
九
条
四
項
は
、
こ
の
款
で

定
め
る
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
使
用
利
益
の
返
還
ま
た
は
そ
の
価
値
の
償
還
を
要
し
な
い
も
の
と
し
て
適
用
す
る
。」
と
規
定
し
た
。

そ
の
後
の
改
正
に
よ
り
、
右
規
定
は
四
七
四
条
五
項
一
文
を
経
て
、
現
在
四
七
五
条
三
項
に
移
動
し
、
ま
た
四
三
九
条
四
項
も
同
条
五
項

に
移
っ
た
が
、
と
も
に
そ
の
内
容
に
は
変
更
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
行
四
七
五
条
三
項
の
反
対
解
釈
お
よ
び
四
三
九
条
五
項
（
さ
ら
に
は
連
邦
通
常
裁
判
所
の
先
決
手
続
申
立
決
定
）
に
従
え

ば
、
消
費
者
物
品
売
買
で
は
な
く
一
般
の
売
買
の
代
物
給
付
事
案
で
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
肯
定
さ
れ
る

（
27
）

。
他
方
で
、
ク

）
五
二
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
五
八

ヴ
ェ
レ
事
件
の
下
級
審
判
決
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
実
質
論
（
①
②
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
一
般
の
売
買
契
約
に
お
い
て
使
用
利
益
返
還
義

務
を
負
う
か
は
、
解
釈
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
28
）

。
事
実
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
般
の
売
買
契
約
に
お
い
て
も
、
解
除
と
は

0

0

0

0

状
況
が
異
な
る
こ
と
を
強
調
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
代
物
給
付
を
受
け
る
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る

（
29
）（

た

だ
し
こ
の
場
合
、
買
主
は
、
瑕
疵
物
を
無
償
で
使
用
し
、
な
お
か
つ
新
規
に
耐
用
年
数
の
伸
び
た
物
を
取
得
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
伸
長
利
益
を
ど
う
扱

う
か
（
不
当
利
得
と
な
る
か
）
が
、
目
的
物
の
性
質
や
利
得
の
押
付
け
と
関
連
し
て
議
論
さ
れ
る

（
30
）

）。
こ
れ
を
受
け
、
我
が
国
で
の
解
釈
と
し
て
も
、

代
物
給
付
の
場
合
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

（
31
）

。

３
　
契
約
不
適
合
解
除
の
場
合
へ
の
議
論
波
及

そ
れ
で
は
、
代
物
給
付
の
局
面
で
展
開
さ
れ
た
右
議
論
は
、
解
除
局
面
で
の
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
中
古
車
の
売
買
契
約
を
解
除
し
た
消
費
者
が
使
用
利
益
の
返
還
義
務
を
負
う
か
が
争
わ

れ
た
二
〇
〇
九
年
の
判
決
に
お
い
て
、
解
除
の
場
合
に
は
消
費
者
も
ま
た
使
用
利
益
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
消
費
者

物
品
売
買
指
令
に
抵
触
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
に
お
け
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
断
と
も
矛
盾
し
な
い
旨
判
示
し
て
い

る
（
32
）

。
こ
こ
で
は
、
消
費
者
契
約
（
ひ
い
て
は
同
指
令
と
の
関
係
）
に
限
定
せ
ず
、
一
般
の
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ
た
事
案
を
念
頭
に
置
い
て

検
討
し
よ
う
。

こ
の
点
、
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
根
拠
を
、
右
の
①
、
す
な
わ
ち
代
物
給
付
の
場
合
に
は
売
主
が
利
息
相
当
の
利
益
を
保

持
し
続
け
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
右
の
代
物
給
付
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
及
ば

な
い

（
33
）

。
解
除
さ
れ
れ
ば
、
売
主
は
、
受
領
済
み
の
代
金
相
当
額
に
利
息
を
付
し
て
買
主
に
返
還
す
る
か
ら
で
あ
る
（
民
法
五
四
五
条
二
項
）。

）
五
二
五
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
五
九

こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
解
除
の
場
合
に
は
使
用
利
益
返
還
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
。
事
実
、
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
を
我
が
国
に
紹
介
す
る
先
行

研
究
の
中
に
は
、
解
除
の
場
合
に
は
売
主
が
受
領
済
み
の
代
金
に
利
息
を
付
し
て
返
還
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
解
除
の
場
合
に
は
使
用
利

益
返
還
義
務
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
も
の
も
あ
る

（
34
）

。

他
方
、（
消
費
者
に
追
加
支
出
を
さ
せ
な
い
と
い
う
）
消
費
者
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
右
の
②
売
主
の
義
務
違
反
に
着
目
す
る
論
理
も

あ
り
得
る
。
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
の
第
一
審
判
決
お
よ
び
控
訴
審
判
決
が
、
①
の
バ
ラ
ン
ス
論
と
は
別
に
、
②
売
主
が
瑕
疵
物
を
給
付
し
た
こ

と
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
が
思
い
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
決
定
で
も
、
売
主
の
義
務
違
反
か
ら
消
費
者
た
る
買
主
の
使
用

利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
売
主
の
義
務
違
反
に
着
目
す
れ
ば
、
代
物
給
付
に
限
ら
ず
、
解

除
の
場
合
に
も
同
様
に
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
て
お
か
し
く
な
い
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
解
除
の
場
合
、

使
用
利
益
返
還
義
務
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
三
四
六
条
・
三
四
七
条
）、
こ
の
売
主
の
義
務
違
反
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
斟

酌
す
べ
き
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
い
ま
、
こ
う
し
た
売
主
の
債
務
不
履
行
に
着
目
し
て
使
用
利
益
の
帰
属
先
如
何
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
契
約
不
適
合
物

の
引
渡
し
を
受
け
た
買
主
が
（
解
除
と
共
に
）
売
主
に
填
補
賠
償
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
に
て
、
解
除
の
原

状
回
復
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
義
務
と
填
補
賠
償
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。）

五
二
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
六
〇

Ⅲ
　
契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

─
解
除
と
填
補
賠
償
請
求
の
競
合

１
　
我
が
国
に
お
け
る
議
論
状
況

⑴

　解
除
と
共
に
す
る
填
補
賠
償
請
求

ま
ず
、
我
が
国
に
お
け
る
議
論
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
点
、
我
が
国
で
は
民
法
制
定
以
来
、
解
除
権
の
行
使
は
、
損
害
賠
償

の
請
求
を
妨
げ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
（
改
正
前
五
四
五
条
三
項
、
現
行
同
条
四
項
）。
学
説
で
は
、
契
約
の
解
除
に
契
約
の
遡
及
的
消
滅
と
い

う
効
果
を
与
え
る
直
接
効
果
説
が
支
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
損
害
賠
償
は
信
頼
利
益
賠
償
に
限
ら
れ
る
と
の
議
論
も

一
部
あ
っ
た
も
の
の

（
35
）

、
債
権
法
改
正
前
の
段
階
か
ら
、（
法
的
構
成
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
）
履
行
利
益
（
積
極
的
契
約
利
益
）
の
賠
償
ま
で
認

め
ら
れ
る
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た

（
36
）

。
判
例
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
契
約
を
解
除
し
た
場
合
の
損
害
額
の
算
定
基
準
時
に
関
す

る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
八
日
民
集
七
巻
一
二
号
一
四
四
六
頁
は
、
契
約
を
解
除
し
た
買
主
が
填

補
賠
償
請
求
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
我
が
国
で
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
の
択
一
構
成
を
採
用
し
て
い
た
ド

イ
ツ
と
異
な
り
、
以
前
よ
り
、
解
除
後
に
履
行
利
益
の
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
二
〇
一
七
年
の
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
は
、
填
補
賠
償
請
求
が
で
き
る
一
場
合
と
し
て
契
約
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ

た
こ
と
で
（
四
一
五
条
二
項
三
号
後
段
）、
解
除
後
に
履
行
利
益
の
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
は
揺
ら
が
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
解
除
と
共
に
す
る
填
補
賠
償
請
求
の
場
合
、
買
主
は
代
金
支
払
義
務
を
免
れ
、
あ
る
い
は
給
付
済
み
の
代
金
相
当
額
の
返
還

を
受
け
る
関
係
で
、
填
補
賠
償
請
求
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
反
対
給
付
分
を
控
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
価
一
〇
〇
万
円
の
目

的
物
を
九
〇
万
円
で
購
入
し
た
買
主
が
契
約
を
解
除
し
た
う
え
で
売
主
に
填
補
賠
償
請
求
す
る
場
合
、
損
害
は
差
額
利
益
で
あ
る
一
〇
万

）
五
二
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
六
一

円
と
な
る
（
時
価
一
〇
〇
万
円
の
物
を
一
〇
〇
万
円
で
購
入
し
て
一
一
〇
万
円
で
転
売
予
定
で
あ
っ
た
場
合
も
同
様
）。
学
説
に
お
い
て
も
理
解
の
一

致
が
見
ら
れ
る

（
37
）

。
こ
れ
は
、
履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
の
実
現
を
図
る
と
い
う
見
地
か
ら
考
え
て
も
合
点
が
い
く
。
本

旨
履
行
が
な
さ
れ
た
場
合
、
買
主
自
身
も
反
対
給
付
と
し
て
代
金
支
払
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
契
約
目
的
物
お
よ
び
そ
こ
か
ら
の
利

益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

⑵

　使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償

他
方
、
損
害
賠
償
の
分
野
に
お
い
て
、
目
的
物
の
本
体
的
価
値
と
は
別
の
抽
象
的
利
用
利
益
、
す
な
わ
ち
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な

ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
用
利
益
は
ど
う
扱
わ
れ
て
き
た
か
。

こ
の
点
、
裁
判
例
の
中
に
は
、
目
的
物
そ
れ
自
体
の
価
値
で
は
な
く
そ
の
利
用
価
値
の
賠
償
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。
売
買
契
約
に
お

い
て
、
売
主
が
目
的
物
の
引
渡
し
を
遅
滞
し
た
場
合
に
、
遅
滞
中
に
目
的
物
を
利
用
し
て
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
を
認
め
た
最

判
昭
和
三
九
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
一
八
巻
八
号
一
八
二
三
頁
の
ほ
か
、
東
京
地
判
昭
和
四
七
年
二
月
二
九
日
判
時
六
七
六
号
四
四
頁
は
、

旅
館
の
建
築
請
負
契
約
に
お
い
て
工
事
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
事
案
で
、
そ
の
修
補
費
用
だ
け
で
な
く
、
水
漏
れ
に
よ
り
客
室
が
使
用
不
能
で

あ
っ
た
期
間
に
つ
き
客
室
使
用
料
の
一
部
の
賠
償
を
認
め
て
い
る

（
38
）

。

こ
れ
に
対
し
、
学
説
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
近
時
、
荻
野
奈
緒
は
、「
填
補
賠
償
」
の
外
延
に
も
不
明
瞭
な
点
が
あ
る
と
し
、
履

行
利
益
賠
償
は
、「
本
来
の
給
付
の
価
値
の
賠
償
だ
と
の
見
方
」
と
「
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
が
あ
っ
た
場
合
の
利
益
状
態
を
回
復

さ
せ
る
に
足
る
だ
け
の
損
害
賠
償
だ
と
の
見
方
」
と
が
あ
る
と
整
理
す
る

（
39
）

。
後
者
が
多
数
派
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
前
者
の
見
方

も
「
給
付
の
価
値
」
の
捉
え
方
次
第
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
両
者
を
比
べ
れ
ば
前
者
の
方
が
狭
い
場
合
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お

）
五
二
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
六
二

り
（
40
）

、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

事
実
、
填
補
賠
償
に
つ
き
後
者
に
属
す
る
も
の
の
中
に
は
、
得
べ
か
り
し
利
益
（
逸
失
利
益
）
の
例
と
し
て
、
使
用
利
益
を
挙
げ
、「
契

約
の
目
的
物
の
引
渡
し
が
履
行
期
に
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
そ
の
目
的
物
を
利
用
し
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
利
益
（
使
用
利
益
）

も
、
得
べ
か
り
し
利
益
で
あ
る
」
と
明
確
に
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る

（
41
）

。

ま
た
、
潮
見
佳
男
は
、
売
買
目
的
物
の
契
約
不
適
合
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
に
お
い
て
、
客
体
損
害
と
総
体
財
産
損
害
と
を
区
別
し

た
う
え
で
、
後
者
に
お
け
る
「
契
約
の
内
容
に
適
合
し
た
履
行
が
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
（
買
主
）
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
」
と
は
、

「
契
約
に
適
合
し
た
履
行
が
あ
れ
ば
、
買
主
が
契
約
に
適
合
し
た
売
買
目
的
物
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
の
行
動
を
決
定
し
、

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
す
な
わ
ち
、
買
主
が
売
買
目
的
物
を
ど
の
よ
う
に
使
用
収
益
・
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
観
点

か
ら
捉
え
た
と
き
に
、
こ
の
使
用
収
益
・
処
分
に
係
る
自
己
決
定
の
結
果
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
喪
失
（
消
極
的

損
害
）
を
損
害
と
し
て
捉
え
、
そ
の
賠
償
を
認
め
る
も
の

（
42
）

」
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
総
体
財
産
損
害
は
、「
買
主
の
財
産
管
理
・
処
分
の

権
限
に
結
び
付
け
ら
れ
た
損
害
で
あ
っ
て
、
当
該
具
体
的
な
売
買
契
約
が
買
主
の
財
産
管
理
・
処
分
の
権
限
に
関
し
て
ど
こ
ま
で
そ
の
権

限
の
行
使
・
不
行
使
を
保
障
し
て
い
る
の
か
、
契
約
に
適
合
し
な
い
物
を
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
買
主
の
自
由
な
人
格
の
展
開
が
制
約

を
受
け
た
と
き
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利
益
を
ど
こ
ま
で
売
主
に
転
嫁
し
て
い
る
の
か
を
、
当
該
契
約
に
お
け
る
合
意
内
容
お
よ

び
契
約
目
的
を
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
べ
き

（
43
）

」
と
説
く
。

さ
ら
に
、
森
田
宏
樹
は
、
数
量
不
足
の
場
合
の
履
行
利
益
賠
償
が
問
題
と
な
っ
た
最
判
昭
和
五
七
年
一
月
二
一
日
民
集
三
六
巻
一
号

七
一
頁
の
評
釈
に
お
い
て
、
履
行
利
益
と
い
っ
て
も
一
律
の
も
の
で
は
な
く
、
売
主
の
履
行
義
務
の
具
体
的
内
容
に
よ
っ
て
、
不
履
行
責

任
の
賠
償
範
囲
に
含
ま
れ
る
利
益
（
履
行
利
益
の
内
容
）
も
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘
す
る

（
44
）

。

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
六
三

こ
う
し
た
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
本
体
的
価
値
の
賠
償
と
は
別
に
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
認
め
る
か
否
か
は
、
解
除
者
が
契
約
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
利
益
の
保
持
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
契
約
に
お
い
て
買
主
の
購
入
目
的
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
、
買
主
の
使
用
目
的
・
方
法
等
が
契
約
に
お
い
て
ど
う
評
価
さ
れ
、
売
主
は
何
を
請
け
負
っ
た
の
か
な
ど
に
着
目
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
自
動
車
な
ど
、
買
主
の
日
常
的
使
用
が
当
然
に
予
定
さ
れ
る
目
的
物
が
契
約
の
対
象
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約
適

合
物
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
（
逸
失
利
益
）
の
賠
償
が
、
既
に
我
が
国
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
評
し

う
る
。

⑶

　解
除
の
原
状
回
復
と
填
補
賠
償
と
の
競
合
調
整

─
非
遡
及
構
成
に
よ
る
評
価
矛
盾
の
解
消
？

以
上
の
と
お
り
、
我
が
国
で
も
、
⑴
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
も
解
除
者
は
相
手
方
の
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
た
履
行
利
益
の
賠
償

請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
⑵
契
約
不
適
合
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
に
お
い
て
、
客
体
損
害
だ
け
で
な
く
、
契
約
適
合
物
が
履

行
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
利
益
を
損
害
と
捉
え
、
そ
の
賠
償
請
求
を
認
め
る
理
論
が
既
に
提
示
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
た
。
両
者
を
単
純
に
組
み
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
契
約
不
適
合
を
理
由
に
契
約
を
解
除
し
た
買
主
も
、（
売
主
に
免
責
事
由
が
あ

る
例
外
的
場
面
は
別
と
し
て
）
契
約
適
合
物
が
履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
用
利
益
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
。も

っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
単
純
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
あ
る
。
解
除
を
し
た
買
主
は
、
解
除
の
効
果
と
し
て
使
用
利

益
返
還
義
務
を
負
う
。
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
が
実
現
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
は
、
本
旨
履
行
が
な
さ

れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
。
こ
う
し
て
両
者
を
認
め
る
こ
と
は
評
価
矛
盾

0

0

0

0

を
孕
む
。
か
つ
て
北
村
実
は
、「
原
状

）
五
六
一
（
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本
法
学
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八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
六
四

回
復
を
契
約
締
結
前
の
状
態
、
契
約
締
結
な
く
ば
現
に
あ
る
べ
き
状
態
、
あ
る
い
は
履
行
前
の
状
態
な
ど
と
、
一0

般
的
状
態
と
し
て
捉
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
と

0

0

履
行
利
益
の
賠
償
と
調
和
し
な
い

（
45
）

」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
形
で
右
の
評
価
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
た
。

北
村
が
指
摘
し
た
当
時
の
学
説
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
評
価
矛
盾
を
解
消
す
べ
く
、
損
害
賠
償
を
信
頼
利
益
賠
償
に
限
定
す
る
前
述
の

見
解
の
ほ
か
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
（
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
た
損
害
賠
償
で
あ
る
と
解
し
つ
つ
も
）
契
約
締
結
前
の
状

態
を
回
復
す
る
た
め
の
も
の
と
位
置
付
け
る
も
の
が
あ
っ
た

（
46
）

。
い
ず
れ
も
原
状
回
復
を
優
先
す
る
形
で
両
者
を
調
整
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
え

る
。
し
か
し
、
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
は
填
補
賠
償
を
含
む
（
四
一
五
条
二
項
三
号
後
段
）
以
上
、（
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
を
排
除
す
る

も
の
で
は
な
い
も
の
の
）
損
害
賠
償
を
原
状
回
復
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
は
改
正
法
に
沿
わ
な
い
。

北
村
は
、
以
上
の
学
説
と
異
な
り
、
右
の
評
価
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
解
除
論
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
現
実
に

解
除
・
損
害
賠
償
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
、
逆
に
解
除
、
原
状
回
復
を
損
害
賠
償
に
従
属
さ
せ
て
、
損
害
賠
償
は

債
務
不
履
行
に
よ
る
履
行
利
益
の
賠
償
と
し
つ
つ
、
原
状
回
復
を
給
付
物
の
返
還
に
つ
き
る
も
の
と
捉
え
、
か
つ
、
解
除
に
よ
り
契
約
債

権
関
係
は
、
消
滅
せ
ず
、
ま
し
て
は
遡
及
的
消
滅
な
ど
せ
ず
、
原
状
回
復
を
含
む
損
害
賠
償
関
係
へ
変
形
す
る
と
考
え
る
し
か
な
い

（
47
）

」。

北
村
は
こ
う
主
張
し
て
、
法
定
解
除
の
原
状
回
復
と
は
契
約
を
結
ば
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
で
は
な
い
と
主
張
す
る
三
宅
正
男
の
見
解

（
48
）

を
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
引
用
し
て
い
た
。
近
時
、
福
田
清
明
も
、（
解
除
が
消
極
的
利
益
の
回
復
に
向
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
と
の
連
邦

通
常
裁
判
所
判
決
の
前
提
理
解
を
疑
い
）
レ
ー
ザ
ー
や
ク
レ
ー
プ
ス
の
解
除
論
を
参
考
に
、
解
除
は
消
極
的
利
益
に
も
積
極
的
利
益
に
も
向

け
ら
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
も
費
用
賠
償
と
も
結
合
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る

（
49
）

。

こ
う
し
た
解
除
論
は
、
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
魅
力
的
に
映
る
。
そ
も
そ
も
筆
者
も
ま
た
、
原
物
返
還
に
代
わ
る
価
額
償
還
の

内
容
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
原
状
回
復
に
お
い
て
相
手
方
の
状
態
回
復
を
至
上
命
題
と
し
、
価
額
償
還
を
そ
れ
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て

）
五
六
二
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
六
五

捉
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
述
べ
た

（
50
）

。
解
除
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
原
状
回
復
が
何
を
目
的
と
す
る
の
か
は
、
各
論
的
問
題
の
検
討
を

通
し
て
今
後
も
考
察
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
右
の
よ
う
な
形
で
評
価
矛
盾
が
解
消
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
に
は
疑
問
も
あ
る
。
原
状
回
復
の
目
的
を
（
北
村
の
い
う
）「
一
般

的
状
態
」
と
し
て
捉
え
ず
、
給
付
物
の
取
戻
し
と
す
る
理
解
は
成
り
立
ち
う
る
と
し
て
も
、
原
物
返
還
や
使
用
利
益
返
還
が
現
に
〈
契
約

が
な
か
っ
た
状
態
〉
の
実
現
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
い
う
〈
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
〉

と
は
、
契
約
締
結
前
の
状
態
か
、
履
行
前
の
状
態
か
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
か
を
問
わ
な
い
。
解
除
や
原
状

回
復
の
目
的
を
如
何
に
解
し
よ
う
と
も
、
原
物
返
還
や
使
用
利
益
返
還
に
は
右
の
意
味
で
の
〈
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
〉
の
回
復
と
い
う

作
用
0

0

が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
や
は
り
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
を
求
め
る
填
補
賠
償
と
は
、
評
価

矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
こ
の
点
で
、
鶴
藤
が
、「
解
除
と
履
行
利
益
の
賠
償
と
の
志
向
す
る
方
向
の
違

い
か
ら
、
解
除
を
非
遡
及
的
に
捉
え
な
お
し
た
と
し
て
も
、
解
除
後
も
な
お
、
履
行
利
益
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
は
矛
盾

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

（
51
）

」
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
が
思
い
起
さ
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
我
が
国
で
の
こ
の
点
の
議
論
は
、（
解
除
者
の
填
補
賠
償
請
求
を
認
め
る
通
説
を
前
提
と
す
れ
ば
）
填
補
賠
償
ま
で
認
め
ら

れ
る
と
い
う
帰
結
と
矛
盾
し
な
い
解
除
の
法
的
構
成
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る

（
52
）

。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
が
扱
う
使
用
利
益
返

還
義
務
と
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
と
の
競
合
は
、
評
価
矛
盾
問
題
が
具
体
的
事
例
の
処
理
に
お
い
て
現
れ
る
。
解
除
に
よ
る
原
状
回

復
と
填
補
賠
償
と
の
ベ
ク
ト
ル
の
違
い

（
53
）

が
、
使
用
利
益
の
帰
趨
レ
ベ
ル
で
ど
う
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
。
解
除
と
填
補
賠
償
の
競
合
を
一
般

的
に
は
認
め
て
も
、「
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
ま
で
肯
定
す
れ
ば
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
に

等
し
い
」
と
の
論
理
で
、
こ
れ
を
認
め
な
い
解
釈
も
あ
り
得
る
。
解
除
と
填
補
賠
償
と
が
競
合
す
る
こ
と
を
前
提
に
（
つ
ま
り
五
四
五
条
四

）
五
六
六
（
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本
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八
十
八
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第
三
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（
二
〇
二
三
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一
月
）

二
六
六

項
お
よ
び
四
一
五
条
二
項
三
号
後
段
を
前
提
に
）、
法
効
果
面
で
の
競
合
に
お
け
る
調
整
の
要
否

0

0

が
議
論
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
議
論
が
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
次
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
点
の
議
論
を
概

観
し
よ
う

（
54
）

。

２
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
状
況

⑴

　前

　提

前
述
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
民
法
は
、
債
務
法
改
正
に
お
い
て
解
除
と
損
害
賠
償
法
と
の
択
一
構
成
を
捨
て
、
我
が
国
と
同
様
、
解
除
権

の
行
使
は
、
損
害
賠
償
請
求
を
妨
げ
な
い
旨
規
定
し
た
（
三
二
五
条

（
55
）

）。
そ
こ
で
、
契
約
の
解
除
を
し
た
買
主
は
、
一
方
で
解
除
効
果
規
定

で
あ
る
三
四
六
条
と
三
四
七
条
に
従
っ
て
使
用
利
益
を
売
主
に
返
還
す
る
義
務
を
負
い
つ
つ
も
、
他
方
で
損
害
賠
償
請
求
の
要
件
を
満
た

す
限
り
売
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
は
、
契
約
を
解
除
し
つ
つ
も
、
清
算
債
務
関
係
に
基
づ
く
請
求
権

だ
け
で
な
く
、
契
約
不
適
合
を
理
由
と
す
る
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
ド
イ
ツ
民
法
四
三
七
条
三
号
、
二
八
〇

条
一
項
、
同
条
三
項
、
二
八
一
条
）。
解
除
と
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
の
併
存
は
、
両
者
の
法
律
効
果
面
で
の
競
合
を
生
じ
さ
せ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
買
主
が
解
除
を
選
択
せ
ず
、
契
約
を
維
持
し
た
ま
ま
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
も
現
れ

る
（
以
下
で
は
こ
の
場
合
を
「
解
除
な
し
の
填
補
賠
償
請
求
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
）。
契
約
不
適
合
物
の
引
渡
し
を
受
け
た
買
主
が
給
付
に
代
わ

る
損
害
賠
償
を
求
め
る
場
合
、
買
主
の
許
に
あ
る
契
約
不
適
合
物
の
帰
属
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
民
法
二
八
一
条
五
項
は
、

「
債
権
者
が
全
部
の
給
付
に
代
え
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
債
務
者
は
、
三
四
六
条
か
ら
三
四
八
条
ま
で
に
基
づ
き
、
既
に

給
付
し
た
も
の
の
返
還
を
直
ち
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
解
除
効
果
規
定
で
あ
る
三
四
六
条
は
、
受
領

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
六
七

し
た
給
付
の
返
還
だ
け
で
な
く
、
使
用
利
益
の
返
還
を
も
義
務
づ
け
て
い
る
（
同
条
一
項
、
二
項
一
号
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
準
用
に
よ

れ
ば
、
買
主
は
、
受
領
し
た
契
約
不
適
合
物
を
売
主
に
返
還
す
る
だ
け
で
な
く
、
契
約
不
適
合
物
を
利
用
し
て
得
た
利
益
を
も
売
主
に
返

還
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
場
合
と
同
様
、
買
主
は
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
い
つ
つ
、
損

害
賠
償
請
求
が
で
き
る
と
い
う
構
図
に
な
る
。

⑵

　争

　点

も
っ
と
も
、
我
が
国
で
の
議
論
状
況
を
概
観
し
た
際
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
使
用
利
益
の
返
還
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
実
現

に
奉
仕
す
る
の
に
対
し
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
（
填
補
賠
償
）
は
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現

す
る
。
こ
れ
は
、
解
除
と
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す
方
向
が
異
な
る
こ
と
の
顕
著
な
表
れ
で
あ
る

（
56
）

。
両
者

は
、
ど
う
い
っ
た
状
態
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
か
に
関
す
る
「
評
価
矛
盾
」（W

ertungsw
iederspruch

）
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
解

除
を
選
択
し
た
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
つ
つ
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
の
賠
償
請
求
を
認
め

て
よ
い
の
か
が
問
題
と
さ
れ
る
（
解
除
な
し
の
填
補
賠
償
請
求
の
場
合
、
二
八
一
条
五
項
が
三
四
六
条
以
下
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
評
価
す
べ

き
か
が
問
題
と
さ
れ
る
）。

周
知
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
民
法
典
起
草
過
程
お
よ
び
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
で
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
は
実
現
す
べ
き
方
向
性
が
正
反
対

で
あ
り
論
理
的
に
両
立
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
解
除
と
損
害
賠
償
の
択
一
構
成
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た

（
57
）

。
債
務
法
改
正
に
よ

り
択
一
構
成
が
廃
棄
さ
れ
て
併
存
構
成
が
採
用
さ
れ
た
現
在
、
今
度
は
、
使
用
利
益
返
還
義
務
と
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
と
の
間
の

調
整
を
め
ぐ
っ
て
、
再
度
、
両
者
の
目
指
す
方
向
性
が
異
な
る
こ
と
が
議
論
の
焦
点
と
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
法
効
果
面
で
競
合
す
る
以

）
五
六
六
（
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二
六
八

上
、
そ
の
調
整
の
要
否
が
議
論
さ
れ
る

（
58
）

。

こ
の
点
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
契
約
上
の
等
価
関
係
が
維
持
さ
れ
、
損
害
算
定
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
る
べ
き
と
解
す
れ
ば
、
解
除
の
重
要
な
機
能
が
失
わ
れ
る
。
債
権
者
は
あ
た
か
も
契
約
を
解
除
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
解
除
の
結
果
と
し
て
契
約
上
の
等
価
関
係
が
破
棄
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
債
権
者
は
、
給
付
の
付
加

価
値
や
生
じ
た
で
あ
ろ
う
利
益
、
さ
ら
に
は
代
替
取
引
に
要
し
た
費
用
も
賠
償
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

は
実
際
に
は
空
虚
な
も
の
と
な
る

（
59
）

。

こ
こ
で
解
釈
の
方
向
性
・
選
択
肢
と
し
て
は
、
①
両
者
を
認
め
る
こ
と
（
解
除
の
効
果
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
つ
つ
使
用
利
益
喪

失
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
）
は
評
価
矛
盾
で
あ
る
と
の
理
解
を
前
提
に
、
解
除
効
果
規
定
の
価
値
判
断
を
尊
重
し
て
、
使
用
利
益

喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
な
い
見
解
（
→
ア
）
や
、
損
害
賠
償
法
の
価
値
判
断
を
尊
重
し
て
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す

る
見
解
（
→
イ
）
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
、
②
両
者
の
評
価
矛
盾
を
否
定
す
る
理
解
も
あ
り
得
よ
う
（
→
ウ
）。
順
に
見
て
い
き

た
い
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
八
日
判
決

（
60
）

（
以
下
で
「
二
〇
〇
七
年
判
決
」
と
呼
ぶ
）
と

二
〇
一
〇
年
四
月
一
四
日
判
決

（
61
）

（
以
下
で
「
二
〇
一
〇
年
判
決
」
と
呼
ぶ
）
と
が
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
福
田
清
明
が
こ
れ
を
近
時
紹
介
し

て
い
る

（
62
）

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
判
決
文
そ
の
も
の
を
独
立
し
て
紹
介
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
両
判
決
が
述
べ
る
と
こ
ろ
も
右
議
論
対
立
の
中

に
消
化
さ
せ
て
整
理
す
る
構
成
を
採
る
（
両
判
決
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
注（
60
）と（
61
）を
参
照
さ
れ
た
い
）。

）
五
六
五
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
六
九

⑶

　議
論
状
況

ア

　解
除
効
果
規
定
優
先
説

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
両
者
（
使
用
利
益
返
還
と
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
）
の
評
価
矛
盾
を
前
提
に
、
解
除
効
果
規
定
の
価
値
判
断

を
尊
重
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
肯
定
し
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
な
い
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
二
五

条
の
改
正
を
受
け
、
一
般
的
に
は
、
解
除
後
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
く
と
も
、
使
用
利
益
に
関
し
て
は
損
害
賠
償
請

求
が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
解
釈
で
あ
る
。
損
害
賠
償
法
は
解
除
効
果
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
領
域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
と
考
え
る
。

た
と
え
ば
、
オ
ッ
ト
ー
は
、
解
除
し
た
債
権
者
に
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
で
、
三
四
六
条
以
下
の
返
還

債
務
関
係
に
基
づ
く
法
的
処
理
を
覆
す
結
果
と
な
る
こ
と
に
否
定
的
な
態
度
を
示
す
。
受
領
し
た
給
付
の
返
還
に
関
す
る
当
事
者
間
の
リ

ス
ク
配
分
は
、
三
四
六
条
か
ら
三
四
八
条
で
完
結
し
て
い
る
と
考
え
る

（
63
）

。
三
四
六
条
以
下
は
、
受
領
物
の
清
算
だ
け
を
規
定
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
引
き
渡
さ
れ
た
対
象
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
利
益
の
帰
属
に
つ
い
て
も
完
結
的
に
規
定
し
て
い
る
と
解
す
る
な
ら

ば
、
別
途
、
解
除
し
た
債
権
者
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
し
て
使
用
利
益
喪
失
損
害
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
結
論
に
至
り

う
る
。

こ
の
立
場
の
根
拠
と
し
て
は
、
二
八
一
条
五
項
が
わ
ざ
わ
ざ
三
四
六
条
以
下
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
も
し
損
害
賠
償

法
上
の
保
護
が
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
終
的
に
解
除
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
損
害
賠
償
法
に
よ
り
清
算
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
準
用
は

余
計
（überflüssig

）
だ
か
ら
で
あ
る

（
64
）

。
損
害
賠
償
で
は
、
債
権
者
に
得
た
利
益
が
あ
れ
ば
こ
の
分
を
損
害
額
か
ら
控
除
す
る
の
は
自
明

で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
項
が
三
四
六
条
以
下
を
準
用
し
、
使
用
利
益
返
還
を
指
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
場
合
、
単
に

損
害
賠
償
に
あ
た
り
使
用
利
益
分
を
控
除
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
解
除
効
果
規
定
の
価
値
判
断
を
優
先
さ
せ
、
そ
の
部
分
に
は
損
害

）
五
六
六
（
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法
学
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八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
七
〇

賠
償
法
を
適
用
し
な
い
と
い
う
価
値
判
断
の
表
れ
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
理
解
は
、
学
説
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
級
地
方
裁
判
所
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
連
邦
通
常

裁
判
所
判
決
の
原
審
は
、
確
か
に
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
も
二
八
〇
条
以
下
に
よ
る
損
害
賠
償
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、
売
買
契
約
が

解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
買
主
の
許
に
使
用
利
益
を
残
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
認
め
な
い
。
解
除
の
場
合
、

買
主
に
は
使
用
利
益
の
返
還
義
務
が
あ
る
（
三
四
六
条
・
三
四
七
条
）
こ
と
も
、
こ
う
し
た
帰
結
を
指
示
す
る
と
説
く

（
65
）

。
解
除
と
共
に
す
る

損
害
賠
償
請
求
で
は
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
し
た
。
こ
う
し
た
理
解
は
根
強
い
。
後
述
の
と
お
り

二
〇
〇
七
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
が
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
も
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
〇
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
の
原
審
は
、
二
〇
〇
七
年
判
決
に
異
を
唱
え
、
右
の
よ
う
な
解
除
効
果
規
定
を

優
先
す
る
解
釈
を
展
開
し
た

（
66
）

。

し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
二
〇
〇
七
年
判
決
で
も
二
〇
一
〇
年
判
決
で
も
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、

右
の
よ
う
な
学
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
二
八
一
条
五
項
が
三
四
六
条
以
下
を
参
照
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
解
除
効

果
規
定
の
優
先
に
有
利
で
あ
る
と
理
解
す
る

（
67
）

。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
二
八
一
条
五
項
は
、
単
に
債
権
者
に
よ
り
返
還

さ
れ
る
べ
き
給
付
の
運
命
と
現
実
の
使
用
利
益
の
帰
属
を
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
債
権
者
の
も
と
で
生
じ
た
損
害
を
賠
償
さ
せ
る
べ

き
か
ど
う
か
、
ど
の
範
囲
で
賠
償
さ
せ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
命
題
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

（
68
）

。
こ
う
し
て
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、

二
八
一
条
五
項
が
決
め
手
と
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
の
う
え
で
二
〇
〇
七
年
と
二
〇
一
〇
年
の
両
判
決
は
、
自
動
車
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
も
賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
に
含
ま
れ
る
こ
と

を
前
提
に

（
69
）

、
解
除
し
た
場
合
に
同
損
害
の
賠
償
請
求
を
否
定
す
る
こ
と
は
三
二
五
条
の
改
正
趣
旨
に
沿
わ
な
い
と
説
く
。
ま
ず
二
〇
〇
七

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
七
一

年
判
決
は
、
三
二
五
条
は
損
害
賠
償
を
求
め
る
権
利
が
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
も
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
使

用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
る

（
70
）

。
こ
う
し
た
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
債
権
者
は
、
契
約
が
債
務
の

本
旨
に
従
っ
て
履
行
さ
れ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
債
務
者
が
そ
の
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

状
態
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
説
く

（
71
）

。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
解
除
さ
れ
た
場
合
に
損
害
賠
償
の
適
用
範
囲
を
制
限

す
る
理
解
は
、
立
法
者
が
三
二
五
条
を
規
定
す
る
こ
と
で
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
、
す
な
わ
ち
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
利
益
の
賠

償
を
債
権
者
に
認
め
る
こ
と
に
反
す
る
。
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、
損
害
賠
償
と
解
除
と
が
競
合
す
る
場
合
に
損
害
賠
償
を
個
別
に
行
使
し

た
場
合
と
比
較
し
て
債
権
者
が
不
利
に
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
草
案
理
由
書
の
指
摘
を
引
用
し
つ
つ
、
三
四
六
条
と
三
四
七
条
が

履
行
利
益
の
実
現
を
妨
げ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
、
立
法
者
の
意
思
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
と
説
く

（
72
）

。

こ
う
し
て
解
除
効
果
規
定
を
優
先
さ
せ
る
見
解
は
、
三
二
五
条
の
改
正
目
的
に
沿
わ
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

イ

　使
用
利
益
返
還
義
務
否
定
説

こ
れ
に
対
し
、
両
者
（
使
用
利
益
返
還
と
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
）
の
評
価
矛
盾
を
前
提
に
、
損
害
賠
償
法
を
優
先
さ
せ
、
解
除
の
原

状
回
復
に
お
け
る
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
見
解
も
な
い
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
買
主
は
、
使
用
利
益
に
関
し
て
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（status ad quem

）
を
実
現
す

る
か
、
契
約
締
結
前
の
状
態
（status quo ante contractum

）
を
実
現
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
双
方
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
し
、
買
主
が
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
は
、
売
主
は
解
除
法
に
基
づ
い
て
買
主
に

対
し
使
用
利
益
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
の
主
張
が
あ
る
。
こ
う
解
す
る
こ
と
で
、
使
用
利
益
に
関
し
て
本
旨
履
行
が
な

）
五
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
七
二

さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
が
達
成
さ
れ
る
と
す
る

（
73
）

。

確
か
に
、
代
物
給
付
の
局
面
で
も
二
八
一
条
五
項
と
ほ
ぼ
同
じ
文
言
の
解
釈
が
問
題
と
な
り
、
使
用
利
益
に
関
す
る
規
律
は
準
用
さ
れ

な
い
と
の
解
釈
も
有
力
に
主
張
さ
れ
る
以
上
（
Ⅱ
章
１
節
参
照
）、
二
八
一
条
五
項
で
も
同
様
の
解
釈
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
自
然

で
あ
る

（
74
）

。
事
実
、
た
と
え
ば
グ
ゼ
ル
は
、
代
物
給
付
の
場
合
と
同
様
に

（
75
）

、（
評
価
矛
盾
を
前
提
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
）
買
主
が
使
用

利
益
を
返
還
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
形
に
二
八
一
条
五
項
を
目
的
論
的
に
制
限
す
る
解
釈
を
主
張
す
る

（
76
）（

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
使
用
利
益

返
還
義
務
を
否
定
す
る
場
合
、
代
物
給
付
で
の
議
論
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
（
Ⅱ
章
２
節
最
終
段
落
）、
債
権
者
が
損
害
賠
償
に
よ
り
利
得
を
得
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
耐
用
年
数
伸
長
利
益
の
控
除
と
い
う
形
で
の
利
益
調
整
の
余
地
が
残
る

（
77
）

）。

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
は
、
解
除
な
し
の
填
補
賠
償
請
求
の
事
案
で
は
と
も
か
く
、
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
案
で

は
、
使
用
利
益
の
返
還
を
義
務
づ
け
る
三
四
六
条
・
三
四
七
条
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
適
用
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
難
し
さ
を
抱
え
る

（
78
）

。
そ
う
し
た

中
で
、
同
様
の
帰
結
を
解
除
事
案
で
も
実
現
す
る
方
途
が
、
次
に
見
る
、
単
純
競
合
説
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
実
際
、
右
に
見

た
グ
ゼ
ル
は
、
解
除
な
し
の
填
補
賠
償
請
求
で
は
二
八
一
条
五
項
の
目
的
論
的
制
限
に
よ
り
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
も
の
の
、

解
除
と
共
に
す
る
填
補
賠
償
請
求
の
場
合
に
は
、
次
の
ウ
の
構
成
を
採
っ
て
い
る

（
79
）

。

ウ

　単
純
競
合
説
（
二
段
階
調
整
説
）

以
上
二
つ
の
理
解
は
、
と
も
に
、
解
除
を
選
択
し
た
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
つ
つ
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を

認
め
る
こ
と
が
評
価
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
理
解
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ
を
評
価
矛
盾
と
捉
え
ず
、

両
者
の
併
存
を
認
め
る
理
解
が
あ
り
、
多
数
説
と
い
え
る

（
80
）

。

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
七
三

契
約
の
解
除
は
解
除
原
因
に
関
す
る
帰
責
性
を
要
件
と
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
三
四
六
条
以
下
は
一
方
当
事
者
に
帰
責
性
が
あ
る
ケ
ー
ス

に
と
っ
て
完
結
し
た
規
定
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
（
81
）

三
四
六
条
以
下
に
よ
る
清
算
は
、
両
当
事
者
間
の
調
整
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
中
間
段
階
に
す
ぎ
な

い
と
理
解
さ
れ
る
。
債
権
者
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
に
よ
り
反
対
給
付
義
務
を
免
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
の
、
そ
れ
を
超
え
て
、
解

除
効
果
法
上
の
リ
ス
ク
配
分
に
従
お
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
二
五
条
に
例
外
は
な
く
、
解
除
効
果
法
が
規
定
し
て
い
る
対
象
に
つ

い
て
も
、
損
害
賠
償
の
対
象
に
な
る
と
考
え
る
。
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
に
よ
り
、
積
極
的
利

益
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
理
解
で
あ
る

（
82
）

。

二
〇
〇
七
年
判
決
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
三
二
五
条
は
、
損
害
賠
償
の
対
象
を
一
定
の
損
害
に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
、
使
用
利
益
喪

失
損
害
の
賠
償
請
求
権
を
も
含
む
。
こ
の
こ
と
は
、
解
除
の
結
果
と
し
て
使
用
利
益
償
還
に
つ
い
て
規
定
す
る
三
四
六
条
お
よ
び
三
四
七

条
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い

（
83
）

。
解
除
は
、
契
約
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
な
く
、
単
に
返
還
債
務
関
係
に
変
容
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
既
に

給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
契
約
の
清
算
を
規
定
す
る
三
四
六
条
以
下
は
、
本
質
的
に
契
約
当
事
者
の
消
極
的
利
益
の
回
復
を
目
的

と
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
解
除
前
に
実
際
に
得
た
使
用
利
益
あ
る
い
は
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
使
用
利
益
は
売
主
に
帰
属

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
買
主
は
そ
う
し
た
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
二
五
条
に
関
す
る
立
法
者
の
決
定
に

よ
れ
ば
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
売
主
に
よ
る
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
場
合
に
買
主
が
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
経
済
的
状
態
を

損
害
賠
償
に
よ
っ
て
求
め
る
権
利
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
結
果
と
し
て
買
主
は
、
自
ら
契
約
を
解
除
し
、
三
四
六
条
一
項
に
よ

り
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
と
引
き
換
え
に
売
買
代
金
の
返
還
を
受
け
、
使
用
利
益
の
償
還
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
給
付
さ
れ
た
物
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
こ
と
で
生
じ
た
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

（
84
）

。

）
五
六
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
七
四

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
判
決
も
、
同
様
の
論
理
か
ら
二
〇
〇
七
年
判
決
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
す
る

（
85
）

。
こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
七
年
判
決
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
指
摘
を
拾
い
上
げ
て
紹
介
し
よ
う
。
二
〇
一
〇
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
三
四
六
条
と
三
四
七
条
は
解
除
の
結
果
と
し
て

の
使
用
利
益
償
還
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
完
結
し
た
規
定
で
は
な
い

（
86
）

。
解
除
は
、
契
約
を
取
り
除
く
の
で
は
な
く
、

契
約
を
単
に
返
還
債
務
関
係
に
作
り
替
え
る
も
の
で
あ
り
、
債
権
者
を
あ
ら
ゆ
る
点
で
契
約
が
決
し
て
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な

状
態
に
置
く
と
い
う
必
然
性
は
な
い
。
二
つ
の
法
効
果
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
確
か
に
買
主
は
、
三
四
六
条
・
三
四
七
条
に
よ
っ
て
使

用
利
益
を
売
主
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
二
八
〇
条
・
二
八
一
条
に
よ
っ
て
売
主
に
対
し
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請

求
が
で
き
る
。
こ
れ
が
矛
盾
で
な
い
こ
と
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
で
目
的
と
要
件
と
が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
。
帰
責
事

由
を
要
件
と
し
な
い
解
除
は
、
給
付
の
交
換
を
取
り
止
め
て
清
算
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
一
方
で
、
債
務
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
損
害
賠
償
は
、
債
務
が
適
時
か
つ
適
切
に
履
行
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
経
済
的
状
況
に
債
権
者
を
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
こ
う
し
た
二
段
階
の
調
整
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
矛
盾
で
は
な
く
、
立
法
者
が
意
図
し
、
両
者
を
併
存
さ
せ
た
論
理
的
帰
結

で
あ
る

（
87
）

。

こ
う
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
の
両
判
決
は
、
明
確
に
、
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
填
補
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
、
こ
の
填
補
賠
償
に
は

使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
解
除
の
効
果
と
し
て
使
用
利
益
の
償
還
を
定
め
て
い
る
三
四
六
条

お
よ
び
三
四
七
条
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

二
八
〇
条
以
下
の
損
害
賠
償
規
定
を
制
限
な
く
適
用
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
解
除
の
効
果
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ

れ
る
に
等
し
く
、
損
害
賠
償
法
上
の
保
護
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

（
88
）

。
こ
の
点
、
損
害
賠
償
法
の
優
先
と
い
う
点
で
は
、
先
に
見

た
イ
の
見
解
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
イ
と
ウ
と
を
区
別
し
な
い
学
説
整
理
も
多
い

（
89
）

。
た
だ
し
、
イ
の
立
場
か
ら
は
使
用
利
益
返

）
五
六
二
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
七
五

還
義
務
自
体
が
否
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ウ
の
立
場
か
ら
は
、
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
つ
つ
売
主
に
対
す
る
填
補
賠
償
請
求

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
90
）

。
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
算
定
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
、
イ
と
ウ
が
異
な
る
結
論
に
至
り
得
る

（
91
）

。
こ
の
点
は

本
稿
の
Ⅳ
章
２
節
で
触
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
は
要
件
が
異
な
る
以
上
、
解
除
の
効
果
と
し
て
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
つ
つ
、
売
主
に
帰

責
性
が
あ
る
場
合
に
は
別
途
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
で
は
現
在
、
両
者
が
要
件
を
異
に
す
る
以
上
、
解
除

効
果
規
定
は
完
結
し
た
規
定
足
り
え
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
両
者
を
認
め
る
こ
と
に
評
価
矛
盾
が
な
い
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る

（
92
）

。

３
　
議
論
の
評
価
と
広
が
り

─
我
が
国
で
の
解
釈
に
お
け
る
展
開

以
上
に
見
た
ド
イ
ツ
で
有
力
な
考
え
方
（
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
構
成
❷
）
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
魅
力
的
な
解
釈
と
評
価
で
き
る
。
た

だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
我
が
国
で
は
、
端
的
に
買
主
の
同
義
務
を
否
定
す
る

解
釈
（
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
構
成
❶
）
も
比
較
的
容
易
に
展
開
可
能
で
あ
る
。
本
節
で
我
が
国
に
お
け
る
解
釈
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
点
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

⑴

　使
用
利
益
返
還
義
務
否
定
説
の
評
価

両
構
成
に
よ
る
差
異
は
、
主
と
し
て
、
債
務
不
履
行
に
つ
き
売
主
に
免
責
事
由
が
あ
っ
た
場
合
に
生
じ
る

（
93
）

。
買
主
は
損
害
賠
償
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
損
害
賠
償
構
成
（
構
成
❷
）
に
よ
れ
ば
、
買
主
が
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
う
の
み

と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
構
成
❶
で
は
（
売
主
に
解
除
原
因
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
）
買
主
の
同
義
務
が
否
定
さ
れ
る
。

）
五
六
六
（
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六

こ
の
点
、
右
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
我
が
国
で
は
、
売
主
に
債
務
不
履
行

が
あ
る
場
合
に
買
主
の
同
義
務
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
に
大
き
な
障
壁
は
な
い
。
先
述

の
と
お
り
、
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
の
下
級
審
判
決
も
、
代
物
給
付
事
案
に
お
い
て
売
主
の
義
務
違
反
に
も
着
目
し
て
買
主
の
同
義
務
を
否
定
し

て
い
た
（
Ⅱ
章
２
節
）。
さ
ら
に
い
え
ば
、
筆
者
は
、
受
領
物
の
不
可
抗
力
滅
失
等
に
よ
る
返
還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
に
あ
た
っ
て
、
買
主

が
有
す
る
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
（
買
主
の
錯
誤
）
に
加
え
て
売
主
の
義
務
違
反
に
着
目
し
、
売
主
負
担
を
正
当
化
し
た
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
こ
こ
で
も
売
主
に
よ
る
契
約
不
適
合
物
の
押
付
け
を
重
視
し
、
売
主
の
義
務
違
反
の
み
で
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
買
主
は
、
契
約
不
適
合
物
を
利
用
す
る
こ
と
で
実
際
に
利
益
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
原
物
返
還
不
能

の
リ
ス
ク
配
分
を
考
え
る
場
合
と
異
な
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
買
主
が
現
実
に
利
益
を
受
け
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
、
原
物
返

還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
に
お
け
る
基
準
と
は
別
の
基
準
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
現
に
利
益
を
受
け
て
い
な
が
ら
こ
の
返
還
義
務
を
否
定

す
る
に
は
、
売
主
の
義
務
違
反
や
解
除
原
因
に
つ
い
て
の
買
主
の
善
意
で
は
足
り
ず
、
売
主
の
帰
責
性
ま
で
要
す
る
と
解
す
る
こ
と
も
、

合
理
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か

（
94
）

。

以
上
に
よ
り
、
買
主
が
実
際
に
「
利
益
」
を
受
け
た
と
評
価
さ
れ
た
場
面
で
の
リ
ス
ク
配
分
と
し
て
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
（
義
務

違
反
）
を
理
由
に
使
用
利
益
返
還
義
務
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
売
主
の
免
責
事
由
の
有
無
に
ま
で
着
目
し
た
填
補
賠
償
請

求
と
の
損
益
相
殺
構
成
の
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
次
に
、
こ
う
し
た
議
論
の
広
が
り
（
射
程
）
を
検
討
し
た
い
。

）
五
六
六
（
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⑵

　不
自
由
な
く
使
用
で
き
た
場
合
へ
の
応
用

─
平
成
二
二
年
判
決
の
位
置
づ
け
と
昭
和
五
一
年
判
決
の
再
検
討

こ
こ
で
、
二
〇
〇
七
年
判
決
と
二
〇
一
〇
年
判
決
の
事
案
に
お
い
て
原
告
が
賠
償
を
求
め
た
損
害
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
）
の
中
身
に
立

ち
入
ろ
う
。
二
〇
〇
七
年
判
決
の
事
案
で
は
、
受
領
物
の
瑕
疵
に
気
づ
い
た
買
主
が
、
解
除
に
伴
い
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
で
使
用
で
き

な
か
っ
た
分
の
損
害
が
賠
償
請
求
の
対
象
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、
受
領
物
の
瑕
疵
に
気
づ
い
た
買
主
が
解
除
を
し
て

受
領
物
の
使
用
を
控
え
、
代
車
を
レ
ン
タ
ル
し
た
こ
と
で
要
し
た
費
用
が
賠
償
請
求
の
対
象
と
さ
れ
た
。
共
通
す
る
の
は
、
買
主
が
受
領

物
の
瑕
疵
に
気
付
き
、
使
用
を
断
念
し
て
以
降
の
損
害
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
履
行
利
益
の
賠
償
請
求
は
、
契
約
不
適
合
ゆ
え
に
満
足
に
使
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る

（
95
）

。
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
人
物
売
買
の
解
除
事
案

の
よ
う
に
、
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
そ
れ
自
体
は
買
主
の
使
用
に
問
題
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
契
約
適
合
物
が
履
行
さ
れ
て
い
れ
ば

買
主
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
喪
失
と
い
う
損
害
を
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、「
債
権
者
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
解
除
法
に
従
い
使
用
利
益
を
返
還
・
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
損
害
算
定
は
、
債
権
者
が
あ
た
か
も

物
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
96
）

」
と
述
べ
る
。
契
約
不
適
合
に
気
づ
く
ま
で
買
主
が
不
自
由
な
く
使
用
で

き
た
場
合
に
、
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
わ
せ
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
な
い
と
な
れ
ば
、
買
主
が
受
領
物
を
使
用
で
き
な
か
っ

た
場
合
と
の
間
で
使
用
利
益
の
帰
属
に
関
す
る
評
価
矛
盾
が
生
じ
る

（
97
）

。
こ
の
矛
盾
は
、
買
主
が
不
自
由
な
く
使
用
で
き
た
場
合
に
も
、
履

行
利
益
の
損
害
賠
償
を
認
め
、
そ
の
上
で
現
実
に
享
受
し
た
使
用
利
益
分
を
損
益
相
殺
す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
契
約
適
合
物
が
履
行
さ
れ
た
場
合
に
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
と
現
実
の
使
用
利
益
分
と
が
一
致
す
る
と
き
に
は
、
結
果
と
し
て
債

権
者
は
（
物
の
使
用
価
値
に
関
し
て
は
）
損
害
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
を
受
け
る

（
98
）

。
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
方
で
、

）
五
六
六
（
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使
用
利
益
返
還
の
必
要
も
な
い
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
よ
り
説
明
で
き
る
判
決
が
、
建
替
え
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
事
案
に
お
い
て
居
住
利
益
の
損
益

相
殺
が
問
題
と
な
っ
た
最
判
平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
民
集
六
四
巻
四
号
一
一
九
七
頁
（
以
下
「
平
成
二
二
年
判
決
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。

売
買
目
的
物
で
あ
る
新
築
建
物
に
建
て
替
え
ざ
る
を
得
な
い
重
大
な
瑕
疵
が
あ
り
、「
社
会
通
念
上
、
建
物
自
体
が
社
会
経
済
的
な
価
値

を
有
し
な
い
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
」
は
、
た
と
え
買
主
が
そ
の
建
物
に
居
住
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
買
主
の
利
益
と

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
居
住
利
益
の
損
益
相
殺
を
否
定
し
た
同
判
決
は
、
欠
陥
住
宅
の
売
買
に
限
ら
れ
ず
、
広
く
契
約
不

適
合
物
を
使
用
し
て
得
ら
れ
た
利
益
の
清
算
の
あ
り
方
に
関
わ
る

（
99
）

。
こ
の
点
、
買
主
に
と
っ
て
本
来
望
ま
な
い
物
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い

た
と
の
評
価
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
買
主
の
利
益
享
受
自
体
を
否
定
す
る
の
も
、
当
事
者
間
の
利
益
調
整
に
お
け
る
ひ
と
つ
の

選
択
肢
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
受
領
物
自
体
は
実
際
に
使
用
で
き
て
お
り
、
現
実
に
居
住
し
続
け
ら
れ
た
以
上
、
そ
の
利
益
を
否
定
す
る

の
が
困
難
な
場
合
も
あ
ろ
う
。
本
稿
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
売
主
に
は
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
買
主
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償

義
務
が
あ
る
こ
と
、
同
事
案
に
即
せ
ば
、
本
来
居
住
に
耐
え
な
い
契
約
不
適
合
物
を
給
付
し
た
売
主
に
は
、
契
約
適
合
物
が
給
付
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
買
主
が
代
替
施
設
で
居
住
す
る
費
用
の
賠
償
義
務
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
買
主
の
居
住
利
益
は
こ
れ
と
の
間
で
損
益
相
殺

さ
れ
る
こ
と
が
着
目
さ
れ
て
良
か
っ
た
。
買
主
の
居
住
利
益
は
、
建
替
え
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
に
お
け
る
損
益
相
殺
で
は
な
く
、
右

賠
償
と
の
関
係
で
損
益
相
殺
さ
れ
る
。
既
に
同
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
北
居
功
が
説
く
よ
う
に
、
平
成
二
二
年
判
決
の
結
論
は
、
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
正
当
化
可
能
な
判
決
で
あ
る

（
100
）

。

も
ち
ろ
ん
、
契
約
不
適
合
物
は
買
主
に
と
っ
て
不
要
な
物
を
押
し
付
け
ら
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
以
上
、
買
主
が
こ
れ
を
利
用
す
る

こ
と
で
真
に
利
益
を
得
た
の
か
否
か
の
認
定
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
利
益
享
受
自
体
を
否
定
す
る
平
成
二
二
年
判

）
五
六
五
（
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決
の
構
成
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
れ
を
解
除
の
場
合
に
も
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
め
ぐ
る
判
断
は
次
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
⒜
引
き
渡
し
た
目
的
物
の
契
約
不
適
合
の
程
度
次
第
で
は
、
買
主
の
利
益
の
享
受
自
体
が
否
定
さ
れ
る
。
利

益
享
受
す
ら
否
定
さ
れ
る
こ
の
場
合
に
は
、
耐
用
年
数
伸
長
利
益
の
不
当
利
得
も
ま
た
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
平
成
二
二
年
判
決
が

指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⒝
買
主
の
利
益
享
受
自
体
が
否
定
さ
れ
な
い
事
案
で
も
、
買
主
は
、
債
務
不
履
行
に
つ
き
売

主
の
免
責
事
由
が
な
い
限
り
、
契
約
適
合
物
が
履
行
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
買
主
の

使
用
利
益
は
こ
の
損
害
賠
償
と
の
関
係
で
損
益
相
殺
さ
れ
る
。

昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
に
お
い
て
も
、
買
主
に
よ
る
填
補
賠
償
請
求
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
）
を
観
念
し
て
こ
れ
を
認
め
、

買
主
の
自
動
車
の
使
用
利
益
を
こ
れ
と
の
関
係
で
損
益
相
殺
す
る
可
能
性
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

⑶

　派
生
的
問
題

最
後
に
、
解
除
と
共
に
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
認
め
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
、
三
つ
の
派
生
的
問
題
を
指
摘
し
て
お
く
。

一
つ
目
は
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
に
あ
た
っ
て
は
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
買
主
の
許
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
減
価
分
を
控

除
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

（
101
）

。
対
象
物
に
よ
っ
て
は
、
使
用
を
す
る
こ
と
で
減
価
が
生
じ
る
。
填
補
賠
償
が
本
旨
履
行
の
な
さ
れ
た
場
合
に
債

権
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
契
約
適
合
物
を
使
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
を

認
め
る
反
面
と
し
て
、
そ
う
し
た
使
用
に
伴
っ
て
生
じ
う
る
減
価
も
ま
た
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
102
）

。
こ
れ
は
、
解
除
と
共
に
す
る
填
補

賠
償
請
求
で
は
、
た
と
え
ば
転
売
代
金
そ
れ
自
体
が
損
害
と
な
る
の
で
は
な
く
、
転
売
代
金
と
自
ら
の
取
得
価
額
（
反
対
給
付
分
）
と
の

差
額
利
益
が
損
害
と
な
る
こ
と
に
対
応
す
る
（
Ⅲ
章
１
節
⑴
）。
目
的
物
の
本
体
的
価
値
で
は
な
く
、
使
用
価
値
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に

）
五
六
六
（
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二
八
〇

も
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
べ
く
、
使
用
に
よ
る
減
価
分
が
控
除
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
点
、
代
物
給
付
に
お
い
て
買
主
（
消
費
者
）
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
場
合
、
買
主
が
減
価
の
な
い
（
新
品
の
）
契
約
適

合
物
を
手
に
す
る
な
ら
ば
、
買
主
が
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
（
耐
用
年
数
伸
長
利
益
）
を
受
け
う
る
。
そ
こ
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定

し
つ
つ
も
、
こ
の
伸
長
利
益
を
返
還
す
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
た
（
Ⅱ
章
２
節
最
終
段
落
）。
こ
れ
は
解
除
に
お
い
て
使
用
利
益
返
還
義
務
自

体
を
否
定
す
る
場
合
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
（
事
実
、
瀬
川
も
昭
和
五
一
年
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
た

（
103
）

）。
こ
れ
に
対
し
、

使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め
つ
つ
、
損
害
賠
償
を
別
途
肯
定
す
る
構
成
に
よ
れ
ば
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
使
用
に
よ
り
生
じ
た
で

あ
ろ
う
減
価
分
を
控
除
す
る
と
い
う
形
で
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
は
、
買
主
が
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
求
め
つ
つ
、
別
途
、
解
除
の
原
状
回
復
と
し
て
売
主
か
ら
利
息
の
支
払
（
返
還
）

を
受
け
る
（
五
四
五
条
二
項
）
こ
と
の
可
否
で
あ
る
。
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
場
合
、
買
主
は
適
合
物
を
利
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
受
け

る
反
面
と
し
て
、
売
買
代
金
相
当
額
を
確
定
的
に
失
い
、
こ
の
運
用
利
益
は
売
主
に
帰
属
し
た
は
ず
で
あ
る
。
給
付
か
ら
の
利
益
と
反
対

給
付
か
ら
の
利
益
の
双
方
を
買
主
が
取
得
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
も
、
買
主
が
使
用
利
益
喪
失
損

害
の
賠
償
を
求
め
る
場
合
、
買
主
の
利
息
請
求
権
が
排
除
さ
れ
る
と
解
す
る
見
解

（
104
）

の
ほ
か
、
同
請
求
権
自
体
は
存
続
す
る
も
の
の
、
そ
の

分
（
額
）
が
買
主
の
損
害
か
ら
控
除
さ
れ
る
と
解
す
る
見
解

（
105
）

が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
日
本
民
法
五
四
五
条
四
項
や
ド
イ
ツ
民
法
三
二
五
条

は
、
契
約
の
解
除
が
填
補
賠
償
請
求
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
規
律
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
併
用
に
よ
り
債
権
者
が

二
重
の
利
得
を
受
け
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
履
行
利
益
賠
償
（
積
極
的
利
益
の
賠
償
）
と
合
わ
せ
て
原
状
回
復

の
方
向
で
の
消
極
的
利
益
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
、「
回
復
を
求
め
る
利
益
の
方
向
性
の
点
で
矛
盾
す
る
た
め
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い

（
106
）

」
と
説
か
れ
る
の
と
共
通
す
る
。

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
八
一

三
つ
目
は
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
買
主
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
つ
の
時
点
ま
で
の
使
用
利
益
の

賠
償
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
実
は
二
〇
一
〇
年
判
決
が
既
に
解
決
策
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
判
決
は
、

買
主
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
権
を
肯
定
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る

（
107
）

。
す
な
わ
ち
、
損
害
を
負
っ
た
者
は
、
ド
イ
ツ
民
法

二
五
四
条
二
項
に
従
い
、
相
当
期
間
内
に
損
害
を
除
去
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
義
務
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
暫
定
的
な
自
動
車
の
購
入
を

す
る
こ
と
で
使
用
利
益
喪
失
損
害
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
る
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
商
用
自
動
車
の
場
合
、

一
般
に
、
代
物
調
達
に
は
一
六
八
日
も
要
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
買
主
が
こ
の
期
間
代
物
調
達
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
正
当
化
す
る
理
由
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
控
訴
審
が
吟
味
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠

償
範
囲
に
お
い
て
損
害
軽
減
義
務
に
よ
る
限
界
づ
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
も
か
ね
て
よ
り
、
債
務
不
履
行
に
直
面
し
た
当
事
者
に
は
、
合
理
的
な
代
替
取
引
を
行
う
義
務
（
損
害
軽
減
義
務
）
が
あ
り
、

こ
う
し
た
義
務
を
前
提
と
す
れ
ば
従
前
の
判
例
の
多
く
を
説
明
で
き
る
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た

（
108
）

。
こ
う
し
た
理
解
は
、
債
権
者

（
賃
借
人
）
の
損
害
回
避
減
少
措
置
が
執
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
債
務
者
（
賃
貸
人
）
の
賠
償
範
囲
を
制
限
す
る
余
地
を
認
め
た

最
判
平
成
二
一
年
一
月
一
九
日
民
集
六
三
巻
一
号
九
七
頁
と
も
整
合
的
で
あ
る

（
109
）

。

Ⅳ
　
結

　
論

１
　
本
稿
の
ま
と
め

本
稿
で
は
、
売
主
の
債
務
不
履
行
が
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
与
え
る
影
響
を
考
察
し
て
き
た
。
買
主
が
現
実
に
「
利
益
」
を
受

）
五
六
六
（
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二
八
二

け
た
と
評
価
さ
れ
た
以
上
、
売
主
の
債
務
不
履
行
（
義
務
違
反
）
を
理
由
と
し
て
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
一
律
に
否
定
す
る
こ
と

は
妥
当
で
な
い
（
Ⅲ
章
３
節
⑴
参
照
）。
債
務
不
履
行
に
つ
き
売
主
の
免
責
事
由
が
な
い
場
合
、
解
除
し
た
買
主
に
使
用
利
益
喪
失
損
害
の

賠
償
請
求
を
認
め
る
こ
と
で
、
買
主
の
使
用
利
益
は
こ
の
損
害
賠
償
に
お
い
て
損
益
相
殺
さ
れ
る
。
売
主
の
債
務
不
履
行
は
、
こ
の
よ
う

な
形
と
限
度
に
お
い
て
使
用
利
益
返
還
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
使
用
利
益
返
還
と
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
と
が
異
な
っ
た
方
向
を
志
向
す
る
が
ゆ
え
に
、
両

者
を
認
め
る
こ
と
が
評
価
矛
盾
で
は
な
い
か
と
の
問
題
が
あ
っ
た
。
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
解
除
の
効
果
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が

事
実
上
否
定
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
評
価
矛
盾
問
題
が
も
っ
と
も
先
鋭
に
現
れ
る
部
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
我
が
国
で
こ
の
評
価
矛
盾
問
題
は
、
解
除
の
法
的
構
成
と
の
絡
み
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
非
遡
及
構
成
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
が
履
行
利
益
に
も
及
ぶ
こ
と
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
契
約
の

遡
及
的
消
滅
と
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
と
は
別
で
あ
る
。
契
約
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
も
（
非
遡
及
的
構

成
）、
解
除
に
よ
り
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
を
図
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
。
ま
た
、
解
除
は
契
約
の
挫
折
で
あ
り
、
給
付
を
取

り
戻
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
給
付
の
取
り
戻
し
に
は
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
に
向
か
わ
せ
る
作
用
0

0

が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
給
付
や
利
益
の
返
還
と
履
行
利
益
賠
償
と
は
、
や
は
り
回
復
す
る
方
向
が
異
な
っ
て
い
る
と
評
し
う
る
。
つ
ま
り
、

本
稿
が
問
題
と
す
る
評
価
矛
盾
の
懸
念
は
、（
既
に
鶴
藤
に
よ
る
的
確
な
指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
）
直
接
効
果
説
に
立
っ
た
場
合
に
の
み
生
じ

る
問
題
で
は
な
く
、
近
時
有
力
な
原
契
約
変
容
説
に
立
っ
た
と
し
て
も
生
じ
る
問
題
と
考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
は
、
解
除
の
目
的
が
消
極
的
利
益
の
回
復
に
向
け
ら
れ
て
い
る
旨
指
摘
し
つ
つ
も
、
な

お
両
者
を
認
め
る
こ
と
が
評
価
矛
盾
で
は
な
い
と
論
じ
た
。
こ
こ
で
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
解
除
効
果
規
定
は
完
結
し
た
規
定
で
は
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
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契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
八
三

い0

と
の
指
摘
で
あ
る
。
解
除
の
要
件
と
し
て
帰
責
事
由
が
不
要
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
理
解
は
よ
り
説
得
力
を
増
す
。
解
除
原
因

の
如
何
を
問
わ
ず
、
原
状
回
復
が
な
さ
れ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
状
回
復
も
価
値
中
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
原
物
返

還
不
能
の
リ
ス
ク
配
分
や
価
額
償
還
義
務
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
相
手
方
の
義
務
違
反
の
有
無
や
買
主
が
有
す
る
自
己
の
物
と
の
信
頼

も
重
要
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
は
、
当
然
な
が
ら
原
状
回
復
法
の
中
で
は
対
処
で
き
な
い
。

ま
た
、
買
主
が
現
に
利
益
を
受
け
て
い
る
以
上
、
不
可
抗
力
に
よ
る
原
物
返
還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
問
題
と
は
同
列
・
同
基
準
で
論
じ
る

べ
き
で
な
く
、
売
主
の
義
務
違
反
の
み
を
理
由
と
し
て
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
売
主
の

責
め
に
帰
す
べ
き
債
務
不
履
行
は
、（
債
務
者
の
帰
責
性
を
要
件
と
し
な
い
）
解
除
の
原
状
回
復
法
の
中
で
評
価
し
つ
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、

か
つ
、
そ
う
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

（
110
）

。
解
除
の
原
状
回
復
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
は
、
填
補
賠
償
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る

余
地
が
あ
る
。

以
上
の
理
解
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
と
を
よ
り
機
能
的
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

（
111
）

。
か
つ
て
好
美
清
光
は
、「
解
除
の
機

能
な
い
し
効
果
…
…
は
、
い
っ
た
ん
有
効
に
成
立
し
た
契
約
そ
の
も
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
債
権

者
の
利
益
（
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
契
約
利
益
説
）
そ
の
も
の
ま
で
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
契
約
に
基
づ
く
個
別
的
な

債
務
だ
け
を
消
滅
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
既
履
行
で
あ
れ
ば
返
還
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
さ
ら
に
償
わ
れ
ず
残
る
こ
と

の
あ
り
う
る
債
権
者
の
契
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
利
益
に
つ
い
て
は
、
契
約
な
い
し
債
務
の
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請

求
の
可
能
性
を
な
お
残
し
て
い
る
も
の
、
と
捉
え
れ
ば
足
り
る

（
112
）

」
と
論
じ
た
。
こ
れ
を
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
と
填
補
賠
償
の
方
向
性

の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
な
ら
ば
、
原
物
返
還
や
使
用
利
益
返
還
に
は
〈
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
〉
に
向
か
わ
せ
る
作
用
0

0

が
あ

る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
、〈
契
約
不
適
合
給
付

0

0

0

0

0

が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
〉
に
向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、

）
五
六
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
八
四

こ
れ
と
契
約
適
合
物

0

0

0

が
給
付
さ
れ
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
賠
償
と
は
矛
盾
し
な
い
。
契
約
不
適
合
給
付
が
あ
っ
た
場
合
に
限
定
す

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
説
明
に
よ
る
評
価
矛
盾
の
解
消
も
あ
り
得
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
の
評
価
矛
盾
の
懸
念
は
、
解
除
を
よ
り
機

能
的
に
見
る
こ
と
に
よ
り
払
拭
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
枠
組
み
は
、
買
主
が
契
約
不
適
合
に
気
づ
く
ま
で
そ
の
物
を
不
自
由
な
く
使
用
で
き
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
つ

ま
り
、
買
主
が
契
約
で
予
定
し
た
と
お
り
の
使
用
が
で
き
て
い
た
場
合
に
も
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
買
主
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益

の
喪
失
と
い
う
損
害
を
観
念
し
、
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
は
こ
れ
と
の
関
係
で
損
益
相
殺
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
初
め
て
、

使
用
で
き
た
場
合
と
使
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
と
の
間
の
矛
盾
を
解
消
で
き
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
平
成
二
二
年
判
決
の
正
当
性
が
認
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
で
の
（
代
理
人
の
争
い
方
や
裁
判
官
の
釈
明
権
行
使
も
含
め
た
）
妥
当
な
解
決
策
が
再
度
見
直

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
　
残
さ
れ
た
課
題

最
後
に
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
残
さ
れ
た
課
題
を
含
む
。

こ
の
点
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
は
、
本
旨
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
置
か
れ
た
経
済
的
状
態
を
実
現
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
賠
償
と
表
現
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
れ

ば
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
は
、
買
主
が
返
還
す
べ
き
現
実
の
使
用
利
益
分
と
は
切
り
離
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
際
に

得
た
利
益
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
損
害
な
の
で
は
な
く
、
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
な
ら
ば
得
た
利
益
を
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
（
逸
失
利
益
）
こ
そ
が
損
害
で
あ
る
と
の
理
解
に
な
る

（
113
）

。

）
五
六
二
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
八
五

も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
れ
と
異
な
り
、
売
主
の
義
務
違
反
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
解
除
に
は
至
ら
ず
、
買
主
が
使
用
利
益
返
還
義
務

を
負
う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
着
目
し
、
解
除
効
果
規
定
に
よ
り
生
じ
た
不
利
益
自
体
を
損
害
と
し
て
捉
え
る
見
解
、
す
な

わ
ち
、
買
主
が
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
分
を
損
害
と
見
る
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る

（
114
）

。
積
極
的
損
害
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
点

で
は
、
受
領
物
の
契
約
不
適
合
ゆ
え
に
使
用
で
き
ず
代
物
を
レ
ン
タ
ル
し
た
場
合
の
当
該
レ
ン
タ
ル
費
用
の
賠
償
に
共
通
す
る
。

こ
う
し
た
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
算
定
論
は
、（
返
還
す
べ
き
）
使
用
利
益
の
算
定
方
法
に
密
接
に
関
連
す
る

（
115
）

。「
使
用
利
益
」
と
は
い
え
、

買
主
が
実
際
に
得
た
利
益
を
算
定
す
る
の
で
は
な
く
、
使
用
に
よ
る
減
価
（
減
耗
）
分
を
使
用
利
益
と
み
な
し
て
返
還
さ
せ
る
見
解
が
あ

り
、
我
が
国
の
裁
判
例
で
も
区
々
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
116
）

。
使
用
利
益
の
算
定
方
法
如
何
に
よ
り
、
使
用
利
益
喪
失
損
害
を
め

ぐ
る
右
の
学
説
対
立
が
意
義
を
有
す
る
。
使
用
利
益
喪
失
損
害
に
関
す
る
後
者
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
買
主
の
使
用
利
益
返

還
義
務
が
否
定
さ
れ
る

（
117
）

が
ゆ
え
に
、
使
用
利
益
の
算
定
の
困
難
さ
を
実
質
的
に
回
避
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
す
る
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
、
減
価
（
減
耗
）
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
（
使
用
利
益
と
し
て
で
は
な
く
）
受
領
物
本
体
の
返
還
の
一
環
と
し
て
価
額
償
還
を
認
め

る
見
解
も
想
定
さ
れ
、
実
際
に
主
張
さ
れ
て
も
い
る

（
118
）

。
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
に
は
、
減
価
額
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
の
競
合
問
題

が
生
じ
得
る

（
119
）

。
こ
の
議
論
に
あ
た
っ
て
は
、
目
的
物
の
性
質
に
応
じ
た
類
型
ご
と
の
考
察
が
必
要
に
な
ろ
う

（
120
）

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
解
除
と
填
補
賠
償
の
競
合
は
、
本
稿
で
見
て
き
た
使
用
利
益
の
帰
趨
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
い
範
囲
で
解
除
の
原
状

回
復
に
よ
る
リ
ス
ク
配
分
を
修
正
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
填
補
賠
償
に
よ
り
ど
の
範
囲
で
修
正
さ
れ
得
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
使
用
利
益
の
算
定
論
お
よ
び
こ
れ
と
減
価
額
償
還
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
解
除
と
填
補
賠
償
と
の
競
合
が
広
く
原
状
回
復
の

リ
ス
ク
配
分
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

）
五
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
八
六

【
付
記
】
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
・
課
題
番
号19K

13570

）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
） 
た
と
え
ば
、
末
川
博
『
契
約
法 

上
（
総
論
）』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
八
年
）
一
六
八
頁
、
石
田
穣
『
民
法
Ⅴ
（
契
約
法
）』（
青
林
書
院
・

一
九
八
二
年
）
九
七
頁
、
谷
口
知
平
＝
五
十
嵐
清
編
『
新
版
注
釈
民
法
⒀
債
権
⑷
〔
補
訂
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
六
年
）
八
九
三
頁
〔
山
下
末

人
〕、
平
井
宜
雄
『
債
権
各
論
Ⅰ
上 

契
約
総
論
』（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
八
年
）
二
四
三
頁
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅱ
債
権
各
論
〔
第
３
版
〕』（
東
京
大
学

出
版
会
・
二
〇
一
一
年
）
九
四
─
九
五
頁
。

（
2
） 

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
一
四
〇
頁
。

（
3
） 

松
岡
久
和
＝
松
本
恒
雄
＝
鹿
野
菜
穂
子
＝
中
井
康
之
編
『
改
正
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
二
〇
年
）
六
六
〇
頁
〔
渡

辺
達
徳
〕、
中
田
裕
康
『
契
約
法
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
一
年
）
二
二
九
頁
、
磯
村
保
『
事
例
で
お
さ
え
る
民
法 

改
正
債
権
法
』（
有
斐
閣
・

二
〇
二
一
年
）
五
〇
頁
・
五
九
頁
。
磯
村
は
、「
五
四
五
条
二
項
や
三
項
を
、
解
除
原
因
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
一
律
に
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
政
策
論
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
（
同
書
五
〇
頁
）。

（
4
） 

潮
見
佳
男
『〈
法
律
学
の
森
〉
新
債
権
総
論
Ⅰ
』（
信
山
社
・
二
〇
一
七
年
）
六
〇
六
頁
、
平
野
裕
之
『
債
権
各
論
Ⅰ
契
約
法
』（
日
本
評
論

社
・
二
〇
一
八
年
）
一
二
一
頁
、
山
本
豊
＝
笠
井
修
＝
北
居
功
『
民
法
５
契
約
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
年
）
九
九
頁
〔
山
本
〕、
山
野
目
章
夫
『
民

法
概
論
４
債
権
各
論
』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
〇
年
）
五
七
頁
、
松
岡
久
和
＝
中
田
邦
博
編
『
新
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
（
財
産
法
）〔
第
２
版
〕』

（
日
本
評
論
社
・
二
〇
二
〇
年
）
九
二
七
頁
〔
上
田
誠
一
郎
〕、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅴ
契
約
法
〔
第
４
版
〕』（
成
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
九
六
頁
。

な
お
、
曽
野
裕
夫
＝
松
井
和
彦
＝
丸
山
絵
美
子
『
リ
ー
ガ
ル
ク
エ
ス
ト
民
法
Ⅳ
契
約
』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
一
年
）
一
三
八
─
一
三
九
頁
〔
曽
野
〕

は
、「
果
実
」
に
は
「
使
用
利
益
」
も
含
ま
れ
る
と
し
つ
つ
も
、
目
的
物
未
使
用
の
場
合
に
お
け
る
減
価
の
問
題
、
本
文
で
後
述
す
る
平
成
二
二
年

判
決
の
影
響
、
さ
ら
に
は
使
用
利
益
の
算
定
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

（
5
） 

こ
の
点
は
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
評
釈
で
あ
る
、
瀬
川
信
久
「
判
批
」
法
協
九
四
巻
一
一
号
（
一
九
七
七
年
）
一
〇
六
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
八
七

（
6
） 

瀬
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
四
─
一
一
〇
頁
。
こ
の
点
確
か
に
昭
和
五
一
年
判
決
は
、
権
利
の
瑕
疵
を
理
由
と
し
た
解
除
事
案
で
あ
り
、
買
主
が

使
用
し
た
物
自
体
に
は
物
理
的
瑕
疵
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、（
他
人
物
売
主
へ
の
利
益
帰
属
と
い
う
問
題
の
前
提
と
し
て
）
買
主

に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
に
賛
同
す
る
こ
と
も
一
理
あ
る
。
こ
れ
を
示
唆
す
る
の
は
、
松
本
克
美
「
欠
陥
住
宅
被
害
に
お
け
る
損
害
論
」

立
命
二
八
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
八
─
一
九
頁
、
同
「
欠
陥
住
宅
訴
訟
に
お
け
る
損
害
調
整
論
・
慰
謝
料
論
」
立
命
二
八
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）

七
〇
頁
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
本
文
で
後
述
す
る
と
お
り
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
の
よ
う
に
、
買
主
が
受
領
物
の
契
約
不
適
合
に
気
づ
く
ま
で

の
間
、
何
の
不
自
由
も
な
く
使
用
で
き
て
い
た
場
合
を
も
含
め
て
、
使
用
利
益
を
売
主
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
の
是
非
を
再
考
す
る
（
詳
細
は
Ⅲ
章
３

節
⑵
を
参
照
）。

（
7
） 

瀬
川
が
参
照
し
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
債
務
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
時
の
学
説
の
中
に
は
、
改
正
前
三
二
七
条
二
文
が

「
相
手
方
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
基
づ
い
て
解
除
が
さ
れ
る
と
き
は
、
相
手
方
は
、
不
当
利
得
の
返
還
に
関
す
る
規
定
に
よ
っ

て
の
み
責
任
を
負
う
。」
と
規
定
し
て
い
た
も
の
を
拡
張
解
釈
し
、
法
定
解
除
権
者
は
不
当
利
得
法
に
よ
っ
て
の
み
責
任
を
負
い
、
利
得
の
消
滅
も

主
張
で
き
る
と
解
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
こ
の
改
正
前
三
二
七
条
二
文
に
関
し
て
本
田
純
一
は
、「
通
説
的
な
考
え
方
は
、
…
…
法
定
解
除
の
場

合
に
は
ド
民
三
二
七
条
二
文
を
適
用
し
て
解
除
権
者
に
現
存
利
益
の
返
還
と
引
換
え
に
す
る
代
金
返
還
請
求
権
を
認
容
す
る
」
と
整
理
す
る
（
本
田

純
一
「
給
付
利
得
と
解
除
規
定
⑴

─
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
時
の
理
論
展
開
を
中
心
と
し
て
」
成
城
法
学
一
号
（
一
九
七
八
年
）
三
〇
八
頁
）。

以
上
に
対
し
、
二
〇
〇
一
年
債
務
法
現
代
化
法
で
は
、
そ
も
そ
も
法
定
解
除
と
約
定
解
除
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
利
益
の
返
還
を
義
務
づ
け
る
と

と
も
に
（
三
四
六
条
一
項
）、
そ
れ
自
体
の
返
還
が
で
き
な
い
場
合
に
は
（
返
還
債
務
者
の
過
失
を
問
わ
ず
に
）
価
額
償
還
を
義
務
づ
け
る
（
同
条

二
項
一
文
一
号
）。

（
8
） 

瀬
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
八
頁
。

（
9
） P

roposal for a R
egulation of T

he E
uropean P

arliam
ent and of T

he C
ouncil on a C

om
m

on E
uropean S

ales L
aw

. C
O

M

（2011

）635 final. 

邦
訳
は
、
内
田
貴
監
訳
『
共
通
欧
州
売
買
法
（
草
案
）

─
共
通
欧
州
売
買
法
に
関
す
る
欧
州
議
会
お
よ
び
欧
州
理
事
会
規
則

の
た
め
の
提
案
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
二
年
）
一
四
〇
頁
に
拠
っ
た
。
な
お
、
一
七
四
条
一
項
⒜
で
、「
原
因
を
も
た
ら
し
た
」
と
邦
訳
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
き
触
れ
た
い
。
実
は
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、“er selbst die A

nfechtung oder die B
eendigung des V

ertrags zu
 vertreten

 h
at ”

と

）
五
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
八
八

表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
取
消
し
や
解
除
の
原
因
に
つ
き
有
責
で
あ
る
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
英
語
版
で
は
、

“the recipient cau
sed the ground for avoidance or term

ination ”

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ド
イ
ツ
語
版
の“zu 

vertreten hat ”

は
翻
訳
ミ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
を“V

ertretenm
üssen ”

と
し
て
で
は
な
く
、“objective V

erursachung ”

と
理
解
す
べ
き
と
主
張

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
議
論
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
一
七
四
条
一
項
⒜
の
邦
訳
に
あ
た
っ
て
は
右
文
献
に
従
っ
た
。S

tephan L
O

R
E

N
Z

, D
as 

K
aufrecht und die dam

it verbundenen D
ienstverträge im

 C
om

m
on E

uropean S
ales L

aw
, A

cP
 2012, S

.783; D
irk 

L
O

O
S

C
H

E
L

D
E

R
S

, D
as allgem

eine V
ertragsrecht des C

om
m

on E
uropean S

ales L
aw

, A
cP

 2012, S
.683; B

ernhard A
. K

O
C

H
, 

S
chadensersatz und R

ückabw
icklung

（T
eil V

I und V
II C

E
S

L
-E

ntw
urf

）, in: C
hristiane W

endehorst / B
rigitta Z

öchling-Jud, 

A
m

 V
orabend eines G

em
einsam

en E
uropäischen K

aufrechts, 2012, S
.248.

（
10
） 

瀬
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
八
頁
。

（
11
） 

瀬
川
・
前
掲
注（
５
）一
一
〇
頁
。

（
12
） 

「
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
」
に
つ
い
て
は
、
四
一
五
条
一
項
の
ほ
か
、
同
条
二
項
の
要
件
を
も
充
足
す
る
必
要
が
あ
る
か
等
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
こ
に
立
ち
入
ら
な
い
。
買
主
が
契
約
を
解
除
し
た
場
面
を
前
提
と
す
る
以
上
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
し
て
も
追
完
に
代

わ
る
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
田
中
洋
「
改
正
民
法
に
お
け
る
『
追
完
に
代
わ
る
損
害
賠
償
』

（
一
）
～
（
五
・
完
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
七
三
号
四
頁
以
下
、
一
一
七
五
号
二
九
頁
以
下
、
一
一
七
六
号
二
八
頁
以
下
、
一
一
七
七
号
二
九
頁
以
下
、

一
一
七
八
号
（
二
〇
二
〇
年
）
三
八
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
13
） 

「
解
除
を
し
た
以
上
、
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
論
理
は
、
も
は
や
民
法
の
明
文
に
反
し
た
解
釈
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
既
に
、
松
岡
＝
中
田
編
・
前
掲
注（
４
）九
二
七
頁
〔
上
田
〕、
磯
村
保
編
『
新
注
釈
民
法
⑻
債
権
⑴
』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
二
年
）
六
四
六
頁

〔
荻
野
奈
緒
〕、
福
田
清
明
「
双
務
契
約
の
法
定
解
除
の
効
果

─
損
害
賠
償
と
併
存
可
能
な
解
除
」
磯
村
保
ほ
か
編
『
法
律
行
為
法
・
契
約
法
の
課

題
と
展
望
』（
成
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
二
九
八
─
二
九
九
頁
注

（8）
な
ど
で
明
示
的
な
指
摘
が
あ
る
。

（
14
） B

T
-D

rucks.14/6040, S
.232 f.

（
15
） 

正
確
に
は
、「
消
費
者
物
品
売
買
お
よ
び
関
連
す
る
保
証
の
一
定
の
側
面
に
関
す
る
一
九
九
九
年
五
月
二
五
日
付
け
欧
州
議
会
お
よ
び
理
事
会

）
五
六
五
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
八
九

の
指
令
：D

irective 1999/44/E
C

」
を
指
す
。

（
16
） 

ク
ヴ
ェ
レ
事
件
を
我
が
国
に
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
岡
孝
「
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
に
お
け
る
買
主
の
追
完
請
求
権
に
つ
い
て
」
広
中
俊

雄
先
生
傘
寿
記
念
『
法
の
生
成
と
民
法
の
体
系
』（
創
文
社
・
二
〇
〇
六
年
）
七
二
八
頁
以
下
。
そ
の
後
、
非
常
に
多
く
の
論
稿
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
き
た
。
原
田
剛
『
売
買
・
請
負
に
お
け
る
履
行
・
追
完
義
務
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
七
年
）
三
〇
頁
以
下
お
よ
び
六
〇
頁
以
下
〔
と
も
に
初
出

二
〇
〇
八
年
〕、
岡
孝
「
ド
イ
ツ
売
買
法
の
新
た
な
展
開

─
瑕
疵
あ
る
物
に
対
す
る
買
主
の
権
利
を
中
心
と
し
て
」
前
田
庸
先
生
喜
寿
記
念
『
企

業
法
の
変
遷
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
九
年
）
七
八
頁
以
下
、
円
谷
峻
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
瑕
疵
責
任
の
展
開
」
横
国
一
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）

四
三
─
四
五
頁
、
田
中
宏
治
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』（
信
山
社
・
二
〇
二
一
年
）
一
九
九
頁
以
下
〔
初
出
二
〇
一
〇
年
〕、
青
野
博
之
「
買
主
の
追
完

請
求
権
に
つ
い
て
の
立
法
論

─
請
負
及
び
ド
イ
ツ
売
買
法
を
参
考
に
し
て
」
法
時
八
二
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
古
谷
貴
之

『
民
法
改
正
と
売
買
に
お
け
る
契
約
不
適
合
給
付
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
二
〇
年
）
一
六
二
─
一
六
四
頁
〔
初
出
二
〇
一
三
年
〕、
萩
原
基
裕
「
代

替
物
の
引
渡
し
に
よ
る
追
完
と
買
主
に
よ
る
使
用
利
益
返
還
の
要
否
に
つ
い
て
」
大
東
法
学
七
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
五
頁
以
下
。
本
稿
Ⅱ
章

２
節
の
記
述
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（
17
） L

G
 N

ürnberg-F
ürth, U

rteil vom
 22. 4. 2005, N

JW
 2005, S

.2558 ff.

（
18
） O

L
G

 N
ürnberg, U

rteil vom
 23. 8. 2005, N

JW
 2005, S

.3000 ff.

（
19
） 

こ
う
し
た
下
級
審
判
決
に
先
立
ち
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
見
解
が
学
説
上
主
張
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
改
正
前

四
三
九
条
四
項
の
目
的
論
的
制
限
解
釈
を
主
張
す
る
見
解
と
し
て
、B

eate G
S

E
L

L
, N

utzungsentschädigung bei kaufrechtlicher 

N
acherfüllung?, N

JW
 2003, S

.1970 f.

（
20
） 

詳
細
は
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
16
）二
〇
三
─
二
一
〇
頁
、
荻
原
・
前
掲
注（
16
）一
一
二
─
一
一
四
頁
を
参
照
。

（
21
） B

G
H

, V
orlagebeschluß vom

 16. 8. 2006, N
JW

 2006, S
.3200 ff.

（
22
） 

本
文
の
①
に
着
目
し
て
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
契
約
目
的
物
の
引
渡
し
に
よ
る
危
険

と
利
益
の
移
転
を
規
定
し
た
ド
イ
ツ
民
法
四
四
六
条
二
文
に
着
目
す
る
こ
と
で
買
主
に
よ
る
瑕
疵
物
の
利
用
は
無
償
利
用
と
は
評
価
で
き
な
い
こ
と

を
論
じ
た
。
こ
の
点
は
、
萩
原
・
前
掲
注（
16
）一
一
五
─
一
一
六
頁
に
詳
し
い
。

）
五
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
九
〇

（
23
） 

こ
こ
で
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
立
法
者
が
瑕
疵
あ
る
物
の
返
還
の
み
を
規
定
す
る
意
図
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
三
四
七
条
を
準
用
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。B

G
H

, V
orlagebeschluß vom

 16. 8. 2006, N
JW

 2006, S
.3201. 

草
案
理
由
書
に
お
い
て
使
用
利
益

の
返
還
ま
で
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
本
文
１
節
で
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
24
） 
こ
の
点
は
、
原
田
・
前
掲
注（
16
）三
六
─
三
九
頁
・
六
四
─
六
五
頁
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） E

uG
H

, U
rteil vom

 17. 4. 2008, N
JW

 2008, S
.1433 ff. 

欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
裁
定
に
つ
い
て
は
、
原
田
・
前
掲
注（
16
）四
〇
─

四
二
頁
・
六
五
─
六
八
頁
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
16
）二
一
五
─
二
一
八
頁
に
詳
し
い
。

（
26
） B

G
H

, U
rteil vom

 26. 11. 2008, N
JW

 2009, S
.427 ff.

（
27
） 

田
中
宏
治
・
前
掲
注（
16
）二
二
三
頁
。

（
28
） 

こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
う
え
で
、
一
般
の
売
買
に
お
け
る
使
用
利
益
返
還
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
は
、
岡
・
前
掲
注（
16
）「
ド
イ
ツ
売

買
法
の
新
た
な
展
開
」
八
一
頁
、
萩
原
・
前
掲
注（
16
）一
一
九
頁
。
と
り
わ
け
萩
原
論
文
の
主
眼
は
こ
の
点
に
あ
る
。
ま
た
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注

（
16
）二
二
九
頁
の
注

（51）
も
参
照
。

（
29
） 

こ
の
点
の
議
論
は
、
萩
原
・
前
掲
注（
16
）一
二
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
30
） K

laus F
E

U
E

R
S

Ä
N

G
E

R
, D

as N
acherfüllungsrecht des K

äufers bei M
ängeln an geringw

ertigen W
irtschaftsgütern, M

D
R

 

2004, S
.924; B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.19

）, S
.1971 ff.; dies, G

renzen der N
utzungsentschädigung bei R

ückgabe einer 

m
angelhaften K

aufsache, JuS
 2006, S

.204 f. 

こ
の
伸
長
利
益
は
、
グ
ゼ
ル
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
過
去
に
お
け
る
瑕
疵
あ
る
物
の
使
用
利
益
で

は
な
く
、
将
来
に
お
け
る
使
用
利
益
と
い
う
形
で
の
利
益
を
意
味
す
る
。

（
31
） 

た
と
え
ば
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
16
）四
二
五
頁
は
、「
①
わ
が
国
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
代
物
給
付
の
際
の
不
適
合
物
返
還
に
つ
い
て

さ
え
明
文
の
規
定
が
欠
け
て
い
る
。
②
し
か
も
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
に
使
用
利
益
返
還
が
含
ま
れ
る
と
い
う
判
例
も
、
事
案
が
特
殊

で
確
固
た
る
も
の
で
は
な
く
、
賛
否
も
分
か
れ
、
反
対
説
も
強
い
。
①
②
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
わ
が
国
で
は
、
売
主
の
代
物
給
付
に
お
い
て
、
買

主
の
不
適
合
物
返
還
が
同
時
履
行
の
関
係
に
立
つ
け
れ
ど
も
、
使
用
利
益
返
還
ま
で
は
買
主
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
結
論

に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
消
費
財
売
買
と
同
じ
）。」
と
す
る
。
ま
た
、
萩
原
・
前
掲
注（
16
）一
三
八
頁
は
、「
七
〇
三
条
お
よ
び
七
〇
四
条
に
準
じ
て
、

）
五
六
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
九
一

買
主
が
契
約
不
適
合
の
存
在
に
つ
い
て
善
意
で
使
用
し
た
の
か
悪
意
で
使
用
し
た
の
か
に
応
じ
て
、
使
用
利
益
の
返
還
の
要
否
を
区
別
す
べ
き
」
と

説
く
。

以
上
と
異
な
り
、
契
約
に
適
合
し
な
い
種
類
物
の
引
渡
し
後
に
代
物
給
付
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
引
渡
し
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
を
認

め
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
の
は
、
森
田
宏
樹
「
売
買
に
お
け
る
契
約
責
任

─
契
約
不
適
合
に
基
づ
く
担
保

責
任
の
意
義
」
瀬
川
信
久
ほ
か
編
『
民
事
責
任
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
年
）
二
九
八
─
二
九
九
頁
。

（
32
） B

G
H

, U
rteil vom

 16. 9. 2009, N
JW

 2010, S
.148 f. 

本
件
で
は
、
上
告
理
由
に
お
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
へ
の
付
託
が
必
要
だ
と
主
張
さ

れ
た
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
付
託
義
務
の
範
囲
外
に
あ
る
と
し
て
上
告
を
棄
却
し
て
い
る
。
本
判
決
に
つ
い
て
も
、
古
谷
・
前
掲
注（
16
）一
六
四

頁
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。

（
33
） 

こ
の
点
に
着
目
し
て
二
〇
〇
九
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
に
賛
成
す
る
の
は
、Jan L

IE
D

E
R

, N
utzungsersatz beim

 R
ücktritt vom

 

K
aufvertrag, JU

R
A

 2010, S
.614; C

lem
ens H

Ö
P

F
N

E
R

, N
utzungsersatzpflicht beim

 R
ücktritt vom

 K
aufvertrag, N

JW
 2010, 

S
.129. 

ま
た
、
契
約
適
合
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
と
の
比
較
か
ら
使
用
利
益
返
還
義
務
を
正
当
化
す
る
も
の
も
存
す
る
。
仮
に
当
初
よ
り
契
約

適
合
物
が
引
き
渡
さ
れ
、
買
主
が
こ
れ
を
使
用
し
て
い
れ
ば
、
買
主
は
現
在
、
使
用
に
よ
り
減
価
し
た
物
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
契
約
不
適
合
物
の
給
付
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
、
そ
れ
を
使
用
し
て
お
き
な
が
ら
そ
の
利
益
を
返
さ
ず
、
他
方
で
支
払
済
み
の
代

金
相
当
額
と
利
息
と
を
受
領
で
き
る
と
い
う
の
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
買
主
は
、
返
還
さ
れ
た
代
金
相
当
額
で
も
っ
て
耐
用
年
数
の
延
び
た
新

し
い
物
を
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
れ
ば
、
買
主
は
売
主
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
利

益
（
物
の
耐
用
年
数
の
伸
長
利
益
）
を
得
る
こ
と
に
な
る
、
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
34
） 

た
と
え
ば
、
原
田
・
前
掲
注（
16
）七
一
頁
な
ど
。

（
35
） 

た
と
え
ば
、
柚
木
馨
『
債
権
各
論
（
契
約
総
論
）』（
青
林
書
院
・
一
九
五
六
年
）
三
一
六
頁
以
下
。

（
36
） 

た
と
え
ば
、
我
妻
栄
『
債
権
各
論 

上
巻
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
四
年
）
二
〇
〇
─
二
〇
一
頁
、
谷
口
＝
五
十
嵐
編
・
前
掲
注（
１
）八
九
五
頁

〔
山
下
〕。

（
37
） 

我
妻
・
前
掲
注（
36
）一
八
九
頁
、
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
〔
増
補
版
〕』（
悠
々
社
・
一
九
九
二
年
）
一
三
七
頁
、
鈴
木
禄
弥
『
債
権
法
講
義

）
五
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
九
二

〔
四
訂
版
〕』（
創
文
社
・
二
〇
〇
一
年
）
一
六
五
頁
な
ど
。
債
権
法
改
正
後
で
は
、
た
と
え
ば
、
平
野
・
前
掲
注（
４
）一
二
四
頁
、
藤
岡
康
宏
＝
磯

村
保
＝
浦
川
道
太
郎
＝
松
本
恒
雄
『〈
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
〉
民
法
Ⅳ
債
権
各
論
〔
第
４
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
年
）
六
〇
─
六
一
頁
〔
磯
村
〕、
奥
田

昌
道
＝
佐
々
木
茂
美
『
新
版 

債
権
総
論 

上
巻
』（
判
タ
・
二
〇
二
〇
年
）
一
七
九
頁
、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅳ
債
権
総
論
〔
第
４
版
〕』（
成
文

堂
・
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
四
頁
、
中
田
・
前
掲
注（
３
）二
三
九
頁
、
磯
村
編
・
前
掲
注（
13
）六
四
六
頁
〔
荻
野
〕。

（
38
） 

こ
の
裁
判
例
は
、
高
木
多
喜
男
＝
久
保
宏
之
『〈
叢
書
民
法
総
合
判
例
研
究
〉
不
完
全
履
行
と
瑕
疵
担
保
責
任
（
新
版
）』（
一
粒
社
・

一
九
九
八
年
）
二
二
六
─
二
二
七
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
39
） 

磯
村
編
・
前
掲
注（
13
）六
四
二
頁
〔
荻
野
〕。

（
40
） 

磯
村
編
・
前
掲
注（
13
）六
四
三
頁
〔
荻
野
〕。

（
41
） 

奥
田
昌
道
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑽
Ⅱ
債
権
⑴
債
権
の
目
的
・
効
力
⑵
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
年
）
二
九
三
頁
〔
北
川
善
太
郎
＝
潮
見
佳
男
〕。

（
42
） 

潮
見
佳
男
『〈
法
律
学
の
森
〉
新
契
約
各
論
Ⅰ
』（
信
山
社
・
二
〇
二
一
年
）
一
五
九
頁
。

（
43
） 

潮
見
・
前
掲
注（
42
）一
六
〇
頁
。
潮
見
は
、
こ
れ
を
具
体
的
損
害
計
算
と
呼
ん
だ
う
え
で
、「
具
体
的
な
損
害
計
算
を
し
て
も
な
お
確
定
で
き

な
い
と
き
は
、
当
該
売
買
契
約
に
お
け
る
買
主
と
同
様
の
地
位
に
置
か
れ
た
合
理
人
で
あ
れ
ば
、
当
該
契
約
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
財
産
管
理
・
処

分
を
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
を
基
準
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
（
抽
象
的
損
害
計
算
）」
と
説
く
。

（
44
） 

森
田
宏
樹
「
判
批
」
窪
田
充
見
＝
森
田
宏
樹
編
『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
〔
第
８
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
年
）
一
〇
七
頁
。

（
45
） 

北
村
実
「
解
除
の
効
果

─
五
四
五
条
を
め
ぐ
っ
て
」
星
野
英
一
編
代
『
民
法
講
座
５
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）
一
四
六
頁
。

（
46
） 

た
と
え
ば
、
末
川
・
前
掲
注（
１
）一
七
二
─
一
七
四
頁
、
山
下
末
人
「
契
約
解
除
に
お
け
る
原
状
回
復
義
務
と
不
当
利
得
」
谷
口
知
平
教
授
還

暦
記
念
『
不
当
利
得
・
事
務
管
理
の
研
究
⑵
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
一
年
）
一
三
〇
頁
。

（
47
） 

北
村
・
前
掲
注（
45
）一
四
六
頁
。
な
お
、
北
村
は
、
こ
う
し
た
解
除
論
が
竹
田
省
「
契
約
解
除
ノ
性
質
二
就
キ
テ
」
京
都
法
学
会
雑
誌
三
巻
二

号
（
一
九
〇
八
年
）
八
九
頁
以
下
に
既
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
竹
田
は
、
片
務
契
約
の
解
除
の
場
面
を
想
定
す
れ
ば
、
改
正
前

五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
が
履
行
利
益
の
賠
償
と
捉
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
解
除
は
契
約
を
廃
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
と
論
じ

て
い
た
（
同
一
〇
一
頁
以
下
）。

）
五
五
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
九
三

（
48
） 

三
宅
正
男
『
契
約
法
（
総
論
）』（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
七
八
年
）
二
二
三
頁
以
下
。

（
49
） 

福
田
・
前
掲
注（
13
）三
一
一
頁
以
下
。
福
田
は
、
こ
の
文
脈
で
、
三
宅
の
解
除
論
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
（
同
三
一
五
─
三
一
六
頁
）。

（
50
） 
拙
稿
「
原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

─
原
物
返
還
不
能
に
よ
り
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
を
め
ぐ
っ
て
」
日
法
八
五
巻
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
四
〇
一
頁
・
四
一
一
頁
。

（
51
） 

鶴
藤
倫
道
「
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
（
二
・
完
）

─
売
買
契
約
解
除
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
」
民
商
一
一
〇
巻
四
＝
五
号

（
一
九
九
四
年
）
二
九
一
頁
。

（
52
） 

現
在
、
我
が
国
の
解
除
の
法
的
構
成
論
で
は
、
原
契
約
変
容
説
が
有
力
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
（
中
田
・
前
掲
注（
３
）

二
二
二
─
二
二
四
頁
）、
な
お
直
接
効
果
説
が
通
説
で
あ
る
と
も
評
さ
れ
る
（
磯
村
・
前
掲
注（
３
）四
八
頁
）。
議
論
の
中
心
は
原
状
回
復
を
め
ぐ
る

各
論
的
問
題
に
移
り
、
法
的
構
成
論
は
下
火
と
な
っ
て
い
る
。

（
53
） 

な
お
、
履
行
利
益
（
積
極
的
契
約
利
益
）
と
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
と
を
、
そ
の
回
復
の
方
向
性
の
違
い
と
し
て
理
解
す
る
の
は
、

高
橋
眞
『
損
害
概
念
論
序
説
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）
二
一
頁
・
五
六
頁
。

（
54
） 

不
法
行
為
法
の
領
域
で
は
、
物
損
事
故
等
に
お
い
て
物
の
抽
象
的
利
用
利
益
の
賠
償
請
求
の
可
否
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
山
本
豊

「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
損
害
（
概
念
）
論
の
動
向

─
ホ
ー
ロ
ッ
ホ
鑑
定
意
見
の
紹
介
を
中
心
に
」
下
森
定
ほ
か
『
西
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
鑑
定
意

見
の
研
究
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
八
八
年
）
二
六
六
─
二
六
九
頁
、
若
林
三
奈
「
法
的
概
念
と
し
て
の
『
損
害
』
の
意
義
⑵

─
ド
イ
ツ
に
お
け

る
判
例
の
検
討
を
中
心
に
」
立
命
二
五
一
号
（
一
九
九
七
年
）
一
二
三
頁
以
下
、
長
野
史
寛
『
不
法
行
為
責
任
内
容
論
序
説
』（
有
斐
閣
・

二
〇
一
七
年
）
一
二
一
─
一
六
三
頁
お
よ
び
二
八
〇
─
二
八
二
頁
。

（
55
） 

改
正
の
経
緯
と
理
由
に
つ
い
て
は
、
福
田
・
前
掲
注（
13
）三
〇
〇
頁
以
下
、
北
居
功
「
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
（
草
案
第
三
二
七
条
）」

下
森
定
＝
岡
孝
編
『
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
九
六
年
）
八
五
頁
以
下
。
改
正
前
民
法
が
択
一
構
成

を
採
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
制
定
後
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
北
村
実
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
契
約
解
除
効
果
論
の
展
開

─
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
の
前
後
か

ら
」
龍
谷
法
学
九
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
五
七
頁
以
下
、
鶴
藤
倫
道
「
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
（
一
）（
二
・
完
）

─
売
買
契
約
解
除
に
関

す
る
ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
」
民
商
一
一
〇
巻
三
号
三
一
頁
以
下
、
四
＝
五
号
（
一
九
九
四
年
）
二
六
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。

）
五
五
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
九
四

（
56
） F

lorian F
A

U
S

T
, JZ

 2008, S
.471; Jan L

IE
D

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.617.

（
57
） 

こ
の
点
は
、
前
掲
注（
55
）に
掲
げ
た
先
行
研
究
を
参
照
。

（
58
） R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2015, 

§325 R
n.29.

（
59
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.471.

（
60
） B

G
H

, U
rteil vom

 28. 11. 2007, N
JW

 2008, S
.911. 

二
〇
〇
七
年
判
決
で
は
、
契
約
を
解
除
し
た
買
主
が
受
領
済
み
の
瑕
疵
あ
る
中
古
自

動
車
を
返
還
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
生
じ
る
使
用
不
能
損
害
の
賠
償
が
問
題
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
契
約
で
は
事
故
車
で
な
い
中
古
車
の
売
買
が
約

束
さ
れ
て
給
付
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
事
故
車
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
買
主
は
、
一
月
二
三
日
に
契
約
を
解
除
し
、
同
月
二
七
日
に
車

を
返
還
、
そ
し
て
二
月
一
五
日
に
他
の
車
を
購
入
す
る
ま
で
の
間
、
代
わ
り
の
車
を
親
戚
か
ら
借
り
て
い
た
。
そ
こ
で
買
主
は
、
車
を
借
り
る
た
め

に
要
し
た
費
用
一
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
支
払
を
売
主
に
対
し
て
求
め
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
本
文
⑶
ア
で
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
連
邦
通
常
裁
判
所
（
二
〇
〇
七
年
判
決
）
は
、
本
文
で
後
述
す
る
と
お
り
、
解

除
後
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
を
一
般
論
と
し
て
は
認
め
て
お
り
、
こ
こ
に
先
例
と
し
て
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
の
、
本
事
件
の
特
殊
性

（
当
該
中
古
車
は
買
主
側
が
使
用
し
た
際
に
事
故
に
よ
り
損
傷
し
て
お
り
、
解
除
時
点
で
使
用
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
）
ゆ
え
に
最
終
的
に
は
損

害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
な
い
。

（
61
） B

G
H

, U
rteil vom

 14. 4. 2010, N
JW

 2010, S
.2426. 

二
〇
一
〇
年
判
決
で
は
、
瑕
疵
に
気
づ
い
て
使
用
を
止
め
て
か
ら
代
わ
り
の
車
を
購

入
す
る
ま
で
の
間
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
が
問
題
と
さ
れ
た
。
効
果
論
に
関
係
す
る
事
実
関
係
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
と
、
原
告
で
あ
る
買
主

は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
六
日
付
け
の
書
面
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
一
月
三
日
付
け
の
書
面
で
も
っ
て
売
買
契
約
の
解
除
の
意
思
表
示
を
し
、
引
き
渡

さ
れ
た
自
動
車
を
二
〇
〇
五
年
一
二
月
八
日
以
降
は
も
は
や
使
用
せ
ず
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
二
日
に
は
自
ら
中
古
車
を
購
入
し
た
（
そ
の
二
日
後

に
登
録
）。
そ
こ
で
買
主
が
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
八
日
か
ら
二
〇
〇
六
年
四
月
二
四
日
ま
で
の
一
六
八
日
間
、
自
動
車
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
損
害
の
賠
償
（
一
日
あ
た
り
三
八
ユ
ー
ロ
で
合
計
六
三
八
四
ユ
ー
ロ
）
を
要
求
し
た
の
が
二
〇
一
〇
年
判
決
の
事
案
で
あ
る
。

（
62
） 

福
田
・
前
掲
注（
13
）三
〇
七
頁
以
下
。

（
63
） H

ansjörg O
T

T
O

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2004, 

§325 R
n. 28. 

し
た
が
っ
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
、（
債
務
法
改

）
五
五
二
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
九
五

正
前
の
ド
イ
ツ
学
説
と
同
様
）
解
除
が
債
権
者
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
す
る
の
な
ら
ば
、
債
権
者
と
し
て
は
解
除
を
せ
ず
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠

償
を
求
め
る
べ
き
と
説
く
。
そ
の
他
、
解
除
効
果
法
の
優
先
を
説
く
見
解
と
し
て
、C

lem
ens H

Ö
P

F
N

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.129 f.

（
64
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.474.

（
65
） L

G
 O

snabrück, U
rteil vom

 28. 12. 2006. 

判
示
内
容
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
決
文
に
よ
る
（N

JW
 2008, S

.911

）。

（
66
） K

G
 B

erlin, U
rteil vom

 30. 4. 2009, N
Z

V
 2009, S

.567.

（
67
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2427 R

n.20.

（
68
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2428 R

n.21.

（
69
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2428 R

n.25.

（
70
） B

G
H

 N
JW

 2008, S
.911 R

n.6.

（
71
） B

G
H

 N
JW

 2008, S
.911 R

n.7.

（
72
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2428 R

n.22.

（
73
） C

arsten H
E

R
R

E
S

T
H

A
L

, D
er E

rsatz des V
erzugsschadens beim

 R
ücktritt vom

 V
ertrag, JuS

 2007, S
.802.

（
74
） 

こ
の
点
、
代
物
給
付
の
場
面
で
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
一
律
に
否
定
す
る
こ
と
は
損
害
賠
償
要
件
の
潜
脱
に
な
り
得
る
危
険
が
指
摘

さ
れ
る
が
（P

atrick S
C

H
M

ID
T

, N
utzungsentschädigung bei N

acherfüllung durch E
rsatzlieferung, Z

G
S

 2006, S
.411

）、
買
主
が

填
補
賠
償
請
求
を
し
て
い
る
現
在
検
討
中
の
ケ
ー
ス
で
は
、
当
然
な
が
ら
こ
の
批
判
が
妥
当
し
な
い
。
右
指
摘
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注（
94
）も
参
照

さ
れ
た
い
。

（
75
） 

前
掲
注（
19
）を
参
照
。

（
76
） B

eate G
S

E
L

L
, D

as V
erhältnis von R

ücktritt und S
chadensersatz, JZ

 2004, S
.646; dies., a. a. O

. 

（F
n.30

）, S
.206.

（
77
） 

こ
の
点
の
詳
細
な
議
論
は
、B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.30

）, S
.206.

（
78
） 

そ
う
し
た
中
で
も
、
た
と
え
ば
リ
ー
ダ
ー
は
、
解
除
な
し
の
填
補
賠
償
請
求
ケ
ー
ス
に
つ
き
、
グ
ゼ
ル
の
二
八
一
条
五
項
の
制
限
解
釈
を
支
持

し
て
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
瑕
疵
あ
る
給
付
に
つ
き
売
主
が
有
責
で
あ
る
場
合
の
解
除
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、

）
五
五
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
九
六

三
四
六
条
一
項
を
目
的
論
的
に
制
限
す
る
こ
と
で
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
。Jan L

IE
D

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.616 f. 

な
お
、

リ
ー
ダ
ー
は
、
物
の
瑕
疵
が
原
因
で
買
主
が
受
領
物
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、（
買
主
に
使
用
利
益
返
還
義
務
が
な
い
の
は
当
然
と
し
て
）

売
主
に
対
す
る
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
認
め
て
お
り
（
同
六
一
八
頁
）、
こ
の
点
で
は
ド
イ
ツ
の
両
判
決
や
多
数
説
と
変
わ
ら
な
い
。

（
79
） B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.76

）, S
.646; dies., in: H

ans T
heodor S

O
E

R
G

E
L

 K
om

m
entar zum

 B
G

B
., B

and 5/2, S
chuldrecht 

3/2, 2005, 
§325 R

n.11. 

グ
ゼ
ル
は
、
解
除
と
共
に
す
る
填
補
賠
償
請
求
の
ケ
ー
ス
で
（
利
益
返
還
義
務
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
）
本
構

成
を
維
持
す
べ
き
根
拠
事
例
と
し
て
、
債
権
者
が
（
な
お
原
物
返
還
可
能
な
）
果
実
を
取
得
し
た
場
合
を
挙
げ
る
。
果
実
を
取
得
し
、
果
実
が
返
還

可
能
な
場
合
、
価
額
償
還
で
は
な
く
原
物
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
80
） B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.76

）, S
.646; D

agm
ar K

A
IS

E
R

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2012, V

orbem
 

zu 

§§346 ff R
n.49; R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 R
n.34; H

ubert S
C

H
M

ID
T

, in: H
einz G

eorg B
am

berger / 

H
erbert R

oth / W
olfgang H

au / R
om

an P
oseck, K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
and 1, 2019, 

§325 R
n.5; H

arm
 P

eter 

W
E

S
T

E
R

M
A

N
N

, in: E
rm

an B
ürgerliches G

esetzbuch H
andkom

m
entar, B

uch 1, 2017, 

§325 R
n. 2 f.

（
81
） B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.76
）, S

.644 f.; dies., a. a. O
. 

（F
n.79

）, 

§325 R
n.10; R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 

R
n.34.

（
82
） 

以
上
に
つ
き
、R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 R
n.34.

（
83
） B

G
H

 N
JW

 2008, S
.911 R

n.9.

（
84
） B

G
H

 N
JW

 2008, S
.911 R

n.10.

（
85
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2427 R

n.16.

（
86
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2427 R

n.17.

（
87
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2428 R

n.23.

（
88
） B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.79

）, 

§325 R
n.3,10 f.; D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.80

）, V
orbem

 zu 

§§346 ff R
n.49 ff.; R

oland 

S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 R
n.34.

）
五
五
六
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
九
七

（
89
） V

gl. C
lem

ens H
Ö

P
F

N
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.33

）, S
.129.

（
90
） T

heresa Johanna E
H

L
E

N
, N

utzungsersatz im
 kaufvertraglichen M

ängelgew
ährleistungs- und W

iederrufsrecht, 2012, S
.211.

（
91
） 
詳
し
く
は
本
稿
Ⅳ
章
２
節
で
後
述
す
る
が
、
解
除
の
効
果
と
し
て
買
主
が
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
喪
失
損
害
と
み
る
見

解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
か
ら
は
、
買
主
が
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
と
賠
償
請
求
額
と
が
一
致
す
る
結
果
、「
買
主
に
は
使
用
利
益
返
還
義
務
が
な
い
」

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
で
本
文
イ
の
理
解
（
評
価
矛
盾
を
前
提
に
使
用
利
益
返
還
義
務
自
体
を
否
定
す
る
立
場
）
と
帰
結
を
同
じ
く

す
る
に
至
る
。

（
92
） 

三
二
五
条
は
、
矛
盾
し
た
挙
動
を
債
権
者
に
許
す
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
双
方
の
本
来
の
履
行
を
取
り
や
め
る
こ
と
に
関
す
る
決
断
が
金
銭

に
よ
る
履
行
利
益
の
損
害
賠
償
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
は
、B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.79

）, 

§325 

R
n.6.

（
93
） 

本
文
で
挙
げ
た
場
合
の
ほ
か
、
売
主
が
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
で
も
、
構
成
❷
に
お
い
て
は
（
本
文
⑶
で
後
述
す
る
よ
う
に
）
本
旨
履
行

が
あ
っ
た
場
合
に
買
主
が
使
用
し
た
こ
と
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
減
価
分
を
損
害
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
な
る
以
上
、
目
的
物
の
性
質
（
消
費
財
か
否

か
と
そ
の
程
度
）
と
使
用
方
法
（
自
己
使
用
か
営
利
使
用
か
）
に
よ
っ
て
は
、
認
め
ら
れ
る
損
害
賠
償
額
が
不
適
合
物
を
現
実
に
使
用
し
た
こ
と
で

得
た
利
益
分
（
返
還
す
る
使
用
利
益
分
）
を
下
回
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
両
構
成
で
差
が
生
じ
得
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
点
は
、
類
型
ご
と
の
考
察
が
必
要
に
な
る
だ
け
で
な
く
、「
消
費
行
為
」
を
原
状
回
復
義
務
や
使
用
利
益
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

か
、
ま
た
、（
本
稿
Ⅳ
章
２
節
で
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
触
れ
る
）
使
用
利
益
喪
失
損
害
を
如
何
に
解
す
る
か
に
も
深
く
関
わ
る
た
め
、
本
稿
で
は

こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

（
94
） 

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
理
由
は
、
買
主
が
現
に
利
益
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
売
主
の
帰
責

性
を
問
わ
ず
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
れ
ば
損
害
賠
償
請
求
要
件
の
潜
脱
と
な
る
か
ら
で
は
な
い
。
後
者
の
指
摘
（
前
掲
注（
74
）参
照
）
は
、

売
主
に
帰
責
性
な
く
し
て
売
主
負
担
と
す
る
の
が
不
当
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
指
摘
で
あ
る
。

（
95
） 

こ
の
点
に
つ
き
、
ヘ
プ
フ
ナ
ー
は
、
引
き
渡
さ
れ
た
自
動
車
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
完
全
な
形
で
使
用
で
き
た
場
合
に
は
、
使
用

利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
は
初
め
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
し
つ
つ
も
、
買
主
が
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
分
を
損
害
と
捉
え
て
損
害
賠
償
請
求
を
認
め

）
五
五
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二
九
八

る
。C

lem
ens H

Ö
P

F
N

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.130. 

こ
う
し
た
損
害
算
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
本
文
の
Ⅳ
章
２
節
に
て
触
れ
る
。

（
96
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.474.

（
97
） 
こ
の
点
を
示
唆
し
て
い
る
か
に
映
る
の
は
、B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.30

）, S
.205.

（
98
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.80

）, V
orbem

 zu 

§§346 ff R
n.51. 

し
た
が
っ
て
、
契
約
不
適
合
が
物
の
使
用
に
影
響
を
与
え
た
場
合
、

す
な
わ
ち
、
契
約
適
合
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
買
主
が
よ
り
多
く
の
使
用
利
益
を
得
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
限
っ
て
、
買
主
は
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

（
99
） 

近
時
、
曽
野
裕
夫
は
、「
使
用
利
益
が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
」
と
し
て
平
成
二
二
年
判
決
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
が
「
五
四
五
条
三
項

の
適
用
に
あ
た
っ
て
も
、
参
考
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
（
曽
野
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）一
三
九
頁
）。
同
判
決
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
曽
野
は
、
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
解
除
の
原
状
回
復
に
お
い
て
も
同
利
益
の
返
還
義
務
（
あ
る
い
は
利
益
の
存
在
自
体
）
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い

よ
う
。

（
100
） 

北
居
功
「
判
批
」
民
商
一
四
三
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
七
〇
─
三
七
一
頁
。
こ
の
北
居
の
分
析
を
的
確
で
あ
る
と
し
て
支
持
す
る
の
は
、

高
橋
眞
『
入
門
債
権
総
論
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
三
年
）
一
三
一
頁
。

（
101
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.472; C

lem
ens H

Ö
P

F
N

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.130; Jan L

IE
D

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, 

S
.617; R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 
§325 R

n.34.

（
102
） 

な
お
、（
本
文
で
言
及
し
た
仮
定
的
使
用
に
よ
る
減
価
で
は
な
く
）
買
主
が
現
実
に
契
約
不
適
合
物
を
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
た
こ
と
で
生
じ

た
減
価
分
に
つ
い
て
も
、
Ⅰ
章
２
節
最
終
段
落
で
述
べ
た
よ
う
に
、
別
途
リ
ス
ク
配
分
の
問
題
が
生
じ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号

に
よ
り
買
主
は
免
責
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
買
主
に
よ
る
解
除
前
の
使
用
行
為

─
解
除
原
因
の
認

識
の
有
無
と
物
使
用
の
目
的
・
方
法
・
結
果
に
着
目
し
て
」
日
法
八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
〇
一
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
103
） 

瀬
川
は
、
同
事
案
に
お
け
る
解
決
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
場
合
、
買
主
は
返
還
を
受
け
た
代
金
に
よ
っ
て
、
売
主
か
ら
購
入

し
た
当
時
と
同
等
の
自
動
車
を
他
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、「
一
年
間
自
動
車
を
使
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
る
価
値

減
少
（
減
価
償
却
）
の
不
利
益
を
負
わ
ず
、
そ
の
分
だ
け
『
過
当
な
利
益
』
を
得
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た

）
五
五
五
（



契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨
（
野
中
）

二
九
九

（
瀬
川
・
前
掲
注（
５
）一
〇
六
頁
）。

（
104
） R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 R
n.39.

（
105
） F

lorian F
A

U
S

T
, in: P

eter H
uber / F

lorian F
aust, S

chuldrechtsm
odernisierung, 2002, K

ap.3 R
n.194; A

rnd A
R

N
O

L
D

, 

R
ücktritt und S

chadensersatz, Z
G

S
 2003, S

.429; B
eate G

S
E

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.76

）, S
.645; dies., a. a. O

. 

（F
n.79

）, 

§325 R
n.5; 

D
agm

ar K
A

IS
E

R
, a. a. O

. 

（F
n.80

）, V
orbem

 zu 

§§346 ff R
n.53.

（
106
） 

潮
見
・
前
掲
注（
４
）四
四
四
頁
。
た
だ
し
、
遅
滞
の
場
合
を
も
念
頭
に
お
い
た
検
討
を
通
し
て
費
用
賠
償
の
二
元
的
構
造
を
指
摘
す
る
の
は
、

上
田
貴
彦
「
遅
滞
責
任
と
し
て
の
費
用
賠
償
の
可
否
と
そ
の
特
異
性

─
契
約
の
巻
戻
し
を
目
的
と
し
な
い
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
」
中
京
法
学

五
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
三
三
一
頁
以
下
。

（
107
） B

G
H

 N
JW

 2010, S
.2427 R

n.32.

（
108
） 

た
と
え
ば
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
・
担
保
物
権
〔
第
４
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
〇
年
）
一
九
三
頁
以
下
。

（
109
） 

田
中
洋
「
判
批
」
窪
田
＝
森
田
編
・
前
掲
注（
44
）一
五
頁
は
、「
本
判
決
は
、
抽
象
論
と
し
て
は
、
債
権
者
に
現
に
生
じ
た
損
害
の
う
ち
、
債

権
者
が
適
時
に
期
待
さ
れ
る
損
害
回
避
減
少
措
置
を
執
っ
た
な
ら
ば
回
避
・
減
少
し
え
た
で
あ
ろ
う
損
害
（
額
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
に

よ
る
賠
償
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
す
る
賠
償
責
任
の
制
限
法
理
と
示
唆
す
る
」
と
す
る
。

（
110
） 

原
状
回
復
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
の
う
ち
で
も
、
た
と
え
ば
、
原
物
返
還
不
能
の
場
合
の
リ
ス
ク
負
担
者
決
定
、
使
用
利
益
の
帰
属
先
決
定
、

さ
ら
に
は
価
額
償
還
の
内
容
決
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
リ
ス
ク
配
分
の
基
準
が
変
わ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
横
断
し
た
検
討

は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
111
） 

こ
の
点
で
は
、
目
的
物
を
引
き
渡
す
こ
と
で
移
転
し
た
危
険
も
、
買
主
の
解
除
に
よ
り
売
主
に
回
帰
し
う
る
と
い
う
危
険
移
転
論
と
も
共
通
す

る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
契
約
不
適
合
物
の
危
険
移
転
法
理

─
危
険
の
移
転
と
解
除
に
よ
る
そ
の
回
帰
」
日
法
八
二
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）

六
七
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
112
） 

好
美
清
光
「
契
約
の
解
除
の
効
力
」
遠
藤
浩
ほ
か
監
修
『
現
代
契
約
法
体
系
第
２
巻
現
代
契
約
の
法
理
⑵
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）

一
九
〇
頁
。

）
五
五
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

三
〇
〇

（
113
） 

こ
の
こ
と
を
明
示
的
に
指
摘
す
る
の
は
、R

oland S
C

H
W

A
R

Z
E

, a. a. O
. 

（F
n.58

）, 

§325 R
n.34, 36.

（
114
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.105

）, K
ap.3 R

n.191 ff.; ders., a. a. O
. 

（F
n.56

）, S
.474; B

eate G
S

E
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.76

）, S
.646; 

dies., a. a. O
. 

（F
n.79

）, 

§325 R
n.11; H

ansjörg O
T

T
O

, a. a. O
. 

（F
n.63

）, 

§325 R
n. 25; W

olfgang E
R

N
S

T
, in: M

ünchener 

K
om

m
entar zum

 B
G

B
., B

and 3, 2022, 

§325 R
n.7. 

ま
た
、B

G
H

, U
rteil vom

 28. 11. 2007, N
JW

 2008, S
.912 R

n.15. 

な
お
、
こ
の
点

に
つ
き
、
ヘ
プ
フ
ナ
ー
は
、
た
と
え
使
用
利
益
返
還
義
務
が
二
八
一
条
五
項
の
参
照
指
示
か
ら
初
め
て
生
じ
る
と
し
て
も
、
損
害
賠
償
の
内
容
は
そ

の
履
行
時
点
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
以
上
、
買
主
が
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
要
求
し
た
時
（
二
八
一
条
四
項
）
に
は
、
既
に
発
生

し
て
い
る
買
主
の
使
用
利
益
償
還
義
務
を
も
っ
て
損
害
と
捉
え
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
。C

lem
ens H

Ö
P

F
N

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.33

）, S
.130. 

た
だ
し
、
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
損
害
理
解
は
、
契
約
不
適
合
に
気
づ
い
た
買
主
が
使
用
を
中
止
し
た
後
の
使
用
利
益
喪
失

損
害
に
つ
い
て
は
機
能
し
な
い
。

（
115
） 

こ
の
点
で
、F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.473. 

ま
た
、T

heresa Johanna E
H

L
E

N
, a. a. O

. 

（F
n.90

）, S
.84

も
参
照
。

（
116
） 

こ
の
点
の
裁
判
例
・
学
説
の
詳
細
は
、
油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
一
）
～
（
八
・
完
）」
広
島
法
学
三
七

巻
二
号
～
四
一
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
七
年
）。

（
117
） F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

. 

（F
n.56

）, S
.475. 

た
だ
し
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、
瑕
疵
の
な
い
物
か
ら
得
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
が
現
実
の
使
用

利
益
よ
り
も
大
き
い
場
合
に
は
、
差
額
分
の
賠
償
請
求
を
認
め
る
。

（
118
） 

た
と
え
ば
、
油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
広
島
法
学
四
一
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
頁
以
下
。

（
119
） 

藤
岡
ほ
か
・
前
掲
注（
37
）五
八
頁
〔
磯
村
〕、
磯
村
・
前
掲
注（
３
）五
九
頁
、
中
田
・
前
掲
注（
３
）二
二
九
頁
、
曽
野
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）

一
三
九
頁
〔
曽
野
〕。
そ
の
他
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
買
主
に
よ
る
解
除
前
の
使
用
行
為

─
解
除
原
因
の
認
識
の
有
無
と
物
使
用
の
目

的
・
方
法
・
結
果
に
着
目
し
て
」
日
法
八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
〇
一
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
120
） 

広
義
の
使
用
利
益
に
は
消
費
利
益
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
目
的
物
に
応
じ
て
こ
れ
を
三
つ
に
類
型
化
し
て
分
析
す
る
の
は
、
川
角
由
和

『
不
当
利
得
と
は
な
に
か
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
年
）
三
九
六
頁
以
下
〔
初
出
一
九
八
九
年
〕。

）
五
五
六
（




